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日
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
創
設
以
来
の
事
業

の
ひ
と
つ
で
す
。
海
外
の
日
本
研
究
者
と
市
民
と
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
に
、

原
則
月
一
回
、
年
間
十
回
程
度
、
京
都
市
内
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
で
、
日
文
研
を

訪
問
中
の
世
界
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
日
本
研
究
者
に
、
自
分
の
研
究
に
つ
い
て
自

由
に
語
っ
て
も
ら
い
、
参
加
者
と
の
知
的
交
流
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
書
の
公
刊
に
よ
っ
て
、
日
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の

皆
様
の
関
心
と
理
解
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　

所
長
　
小
松
和
彦
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ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
演
劇
史
と
日
本
の
伝
統
演
劇
の
影
響
に
つ
い
て

　

ス
リ
ラ
ン
カ
の
演
劇
史
概
略

ス
リ
ラ
ン
カ
文
学
は
、
お
よ
そ
紀
元
前
三
世
紀
頃
か
ら
の
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

に
演
劇
と
い
う
も
の
は
、
つ
い
最
近
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
が
国
の
古
典
文
学
は
パ
ー
リ
（Pali

）

文
学
と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
（Sanskrit

）
文
学
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
で

最
も
人
気
が
あ
っ
た
演
劇
の
影
響
を
受
け
た
も
の
が
な
い
の
は
残
念
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
に
古
典
演
劇
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
、
十
八
世
紀
頃
に
始
ま
っ
た
民
俗
芸
能
を
当
時
の

ま
ま
上
演
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
民
俗
芸
能
の
多
く
は
、
い
ろ
い
ろ
な
宗
教
の
信
仰
か
ら
始
ま
っ
た
「
悪

霊
払
い
の
踊
り
」
と
い
わ
れ
る
儀
礼
と
祭
礼
で
す
。
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
地
方
の
村

で
盛
ん
で
す
。
そ
の
中
で
も
、「
ス
ー
ニ
ヤ
ン
・
ケ
ピ
ッ
ラ
」（Suuniyan K

epilla

）
や
「
ラ
タ
ヤ
ク
マ
」

（Ratayakum
a; A
 devil dance to bless childless w

om
en

）、「
サ
ン
ニ
ヤ
ク
マ
」（Sanniyakum

a

）
や

「
マ
ハ
ソ
ホ
ン
サ
マ
ヤ
マ
」（M

ahasohonsam
ayam

a

）
な
ど
は
、
宗
教
上
の
儀
礼
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
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ま
す
。
今
で
も
ス
リ
ラ
ン
カ
中
部
で
行

わ
れ
て
い
る
「
コ
ホ
ン
バ
カ
ン
カ
リ

ヤ
」（K

ohonbakankariya

）
と
地
方

で
行
わ
れ
て
い
る
「
ガ
ム
マ
ド
ゥ
ワ
」

（Gam
m
aduw

a

）
な
ど
に
は
、
現
在
の

演
劇
の
原
型
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
十
八
世
紀
頃
に
始
ま
り
現

在
ま
で
続
い
て
い
る
民
俗
芸
能
が
三

つ
あ
り
ま
す
。「
コ
ー
ラ
ム
」（K

olam

）、

「
ソ
カ
リ
」（Sokari

）、「
ナ
ー
ダ
ガ

ム
」（N

adagam

）
で
す
。
コ
ー
ラ
ム

は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
南
部
の
沿
岸
地
方
に

住
ん
で
い
る
人
々
に
最
も
人
気
の
あ

る
民
俗
芸
能
で
す
。
そ
の
主
な
特
徴

は
色
と
り
ど
り
の
仮
面
を
つ
け
る
こ

と
で
、
仮
面
の
民
俗
芸
能
と
い
わ
れ

図 1　コーラム
（以下、すべてUpul Ranepura 撮影）

図 2　コーラム

図 3　コーラム
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て
い
ま
す
。
仮
面
は
、
カ
ド
ゥ
ル
（kaduru

）、
ル
カ
ッ
タ
ナ
（rukattana

）、
サ
マ
ダ
ラ
（sam

adara

）

と
い
う
木
材
か
ら
作
ら
れ
ま
す
。
コ
ー
ラ
ム
は
、
結
婚
し
て
い
る
女
性
に
な
か
な
か
子
ど
も
が
授
か
ら
な

い
場
合
に
行
わ
れ
る
祭
礼
で
す
。
子
ど
も
を
授
か
る
よ
う
に
、
特
に
イ
ン
ド
の
神
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
（V

isnu

）

に
祈
り
を
捧
げ
な
が
ら
演
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
芸
能
で
あ
り
、
儀
礼
の
よ
う
な
意
味
は
な
い

と
い
う
研
究
者
も
い
ま
す
が
、
意
味
が
あ
る
と
い
う
人
も
お
り
、
コ
ー
ラ
ム
が
純
粋
な
芸
能
か
否
か
に

つ
い
て
は
研
究
者
の
間
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
「
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
」（Jataka 

tales

）
に
由
来
し
ま
す
。
特
に
、『
ヴ
ェ
ッ
サ
ン
タ
ラ
』（V

essantara

）、『
チ
ュ
ッ
ラ
ダ
ヌ
ッ
ダ
ラ
』

（Chulladhanuddara

）、『
サ
ン
ダ
キ
ン
ド
ゥ
ル
』（Sandakinduru

）
と
い
わ
れ
る
物
語
を
も
と
に
作
ら

れ
ま
し
た
。
登
場
人
物
は
、
上
層
支
配
階
級
の
人
々
と
そ
の
協
力
者
た
ち
で
す
。
支
配
階
級
に
あ
た
る
大

臣
や
官
僚
の
無
能
力
と
問
題
点
を
批
判
・
揶
揄
す
る
脚
本
の
も
と
、
役
者
た
ち
が
そ
れ
ら
の
人
物
の
言
動

を
物
ま
ね
で
演
じ
ま
す
。

　

コ
ー
ラ
ム
は
、
神
仏
に
祈
り
を
捧
げ
た
後
に
上
演
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
そ
の
円
形
舞
台
は
、
シ
ン
ハ
ラ

語
で
タ
ー
ナ
ー
ヤ
ム
ポ
ラ
（taanaayam

pola

）
と
い
わ
れ
、日
本
の
薪
能
と
同
様
、野
外
で
上
演
さ
れ
ま
す
。

コ
ー
ラ
ム
は
主
に
二
部
に
分
か
れ
て
お
り
、
物
語
の
導
入
部
で
、
タ
ー
ナ
ー
ヤ
ム
ポ
ラ
が
作
ら
れ
ま
す
。

こ
の
舞
台
を
作
る
こ
と
自
体
が
芝
居
の
一
部
な
の
で
す
。
始
め
に
、
酒
を
飲
ん
で
酔
っ
払
っ
た
人
物
を
演

じ
る
役
者
た
ち
が
登
場
し
ま
す
。
彼
ら
が
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
ま
と
も
に
舞
台
を
作
れ
な
い
の
を
見
て
、
観
客
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は
笑
い
ま
す
。
こ
の
点
は
、
日
本
の
狂
言
と
少
し
似
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
役
者
の
コ
ミ
カ
ル
な
演
技
を
見
て
観
客
は
笑
い
、
楽
し
む
の
で
す
。
そ
し

て
、
王
と
王
妃
が
、
タ
ー
ナ
ー
ヤ
ム
ポ
ラ
に
登
場
す
る
と
こ
ろ
か
ら
次
の
ス

テ
ー
ジ
が
始
ま
り
ま
す
。
舞
台
脇
に
は
太
鼓
の
奏
者
と
語
り
手
の
た
め
の
座

席
が
設
け
ら
れ
、
伝
統
的
な
マ
ッ
ト
が
敷
か
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ラ
ム
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
り
ま
す
。
ス
リ
ラ

ン
カ
の
著
名
な
劇
作
家
で
あ
り
、
研
究
者
で
も
あ
っ
た
エ
デ
ィ
リ
ウ
ィ
ー

ラ
・
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ 

（Ediriw
eera Sarachchandra

、 

一
九
一
四
〜

一
九
九
六
）
は
、
サ
ン
ニ
ヤ
ク
マ
と
呼
ば
れ
る
悪
霊
払
い
の
踊
り
か
ら
生
ま

れ
た
と
す
る
一
方
、
他
の
評
論
家
は
、
イ
ン
ド
の
伝
説
「
マ
ハ
サ
ム
マ
タ
」

（M
ahasam

m
ata

）
に
登
場
す
る
王
マ
ハ
サ
ム
マ
タ
の
妃
の
欲
望
を
満
た
す

た
め
に
始
ま
っ
た
と
主
張
し
ま
す
。

　

二
番
目
の
ソ
カ
リ
は
、特
に
ス
リ
ラ
ン
カ
中
部
と
ワ
ン
ニ
（W

anni

）
地
方
、

そ
し
て
サ
タ
ラ
・
コ
ラ
ラ
ヤ
（Satara K

oralaya

）
地
方
で
上
演
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
が
ス
リ
ラ
ン
カ
で
最
初
の
民
俗
芸
能
で
あ
る
と
い
う
研
究

者
も
い
て
、
今
で
は
右
記
以
外
の
地
域
で
も
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

図 5　コーラム 図 4　コーラム
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し
た
。
パ
ン
ト
マ
イ
ム
で
表
現
す
る
の
が
特
徴
で
、
歌
に
よ
っ
て

語
ら
れ
ま
す
。
複
数
の
物
語
で
構
成
さ
れ
る
他
の
演
劇
と
は
異
な

り
、
ソ
カ
リ
で
は
村
人
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
一
つ
の
物
語
が

展
開
さ
れ
ま
す
。
登
場
人
物
は
、
総
理
大
臣
・
王
・
王
女
・
ア
ー

ン
デ
ィ
グ
ル
（A

ndiguru

）
青
年
・
ソ
カ
リ
・
パ
ッ
チ
ャ
ミ
ー
ラ

（Pachcham
eera

）・
カ
ー
リ
（K

ari

）
と
い
っ
た
、
や
は
り
支
配

階
級
の
人
々
が
中
心
で
、
あ
ら
す
じ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

あ
る
日
、
総
理
大
臣
が
王
女
と
恋
仲
で
あ
る
と
聞
い
た
王
は
怒

り
の
あ
ま
り
、
総
理
大
臣
を
殺
し
、
王
女
を
そ
の
親
友
で
あ
る
少

女
と
共
に
追
放
し
て
し
ま
い
ま
す
。
一
方
、
恋
人
を
求
め
て
い
た

ア
ー
ン
デ
ィ
グ
ル
青
年
は
、
後
に
、
追
放
さ
れ
た
王
女
と
結
婚
し
、

王
女
の
友
人
で
あ
る
少
女
も
夫
婦
と
行
動
を
共
に
し
ま
す
。
王
女

は
「
ソ
カ
リ
」
と
呼
ば
れ
、
少
女
は
「
カ
ー
リ
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
彼
ら
の
住
ん
で
い
る
村
は
悪
魔
に
よ
っ
て
密
か

に
支
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
や
が
て
、
悪
魔
は
村
人
を
殺
害
す

る
よ
う
に
な
り
、
怖
れ
た
村
人
た
ち
は
王
に
陳
情
し
ま
す
。
王
は
、

図 6　コーラム



6

図 7　ソカリ

図 8　ソカリ
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悪
魔
を
捕
ま
え
た
者
に
望
む
も
の
を
与
え
る
と
、
お
触
れ
を
出
し
ま
す
。
ア
ー
ン
デ
ィ
グ
ル
青
年
は
悪
魔

を
捕
え
る
こ
と
に
成
功
し
、
自
ら
の
望
み
と
し
て
、
王
の
息
子
で
あ
る
王
子
を
家
事
手
伝
い
の
た
め
に
も

ら
い
受
け
ま
す
。王
子
は
パ
ッ
チ
ャ
ミ
ー
ラ
と
呼
ば
れ
、そ
の
後
、ア
ー
ン
デ
ィ
グ
ル
青
年
と
ソ
カ
リ
、パ
ッ

チ
ャ
ミ
ー
ラ
、
そ
し
て
カ
ー
リ
の
四
人
は
、
船
を
作
り
、
イ
ン
ド
か
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
と
呼
ば
れ
る
島
国
へ

渡
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
到
着
し
た
も
の
の
、
住
む
所
が
見
つ
か
ら
ず
に
困
り
果
て
た
末
、

ソ
カ
リ
は
村
長
に
会
い
に
行
き
、
手
に
入
れ
た
土
地
に
家
を
建
て
て
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

パ
ッ
チ
ャ
ミ
ー
ラ
は
カ
ー
リ
と
結
婚
し
ま
す
。
そ
し
て
あ
る
日
、
食
料
を
求
め
て
村
の
中
心
部
に
出
か
け

る
途
中
、
パ
ッ
チ
ャ
ミ
ー
ラ
は
走
っ
て
き
た
犬
に
足
を
噛
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ケ
ガ
の
治
療
の
た
め
に
、

投
薬
の
ほ
か
、
悪
霊
払
い
を
受
け
て
い
る
と
、
そ
の
最
中
に
霊
能
力
者
が
ア
ー
ン
デ
ィ
グ
ル
青
年
の
妻
ソ

カ
リ
と
一
緒
に
逃
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
ア
ー
ン
デ
ィ
グ
ル
青
年
が
必
死
に
探
し
、
つ
い
に
彼
女
を
見
つ
け

る
と
、
ソ
カ
リ
は
妊
娠
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
神
様
に
感
謝
し
祈
り
を
捧
げ
て
、
物
語
は
終
わ
り

ま
す
。

　

ソ
カ
リ
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
中
部
地
方
の
芸
術
と
い
わ
れ
、
踊
り
と
音
楽
の
た
め
に
ゲ
タ
ベ
ラ
ヤ

（getaberaya

）
と
い
う
特
別
な
太
鼓
を
使
う
の
が
特
徴
で
す
。
し
か
し
、
一
部
の
地
方
で
は
、
ウ
デ
ッ

キ
ヤ
（udekkiya

）
と
ダ
ウ
ラ
（daula

）
と
い
う
太
鼓
も
使
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
能
舞
台
同
様
、
大
道

具
は
使
わ
ず
、
小
道
具
を
少
し
だ
け
使
い
ま
す
。
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あ
ま
り
有
名
で
は
な
い
の
で
す
が
、「
カ
ヴ
ィ
・
ナ
ー
ダ
ガ
ム
」（K
avi N

adagam

）
と
い
わ
れ
る
歌
劇
も
、

当
時
、
中
部
地
方
の
田
舎
で
上
演
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
歌
劇
も
民
俗
芸
能
コ
ー
ラ
ム
か
ら
生
ま
れ
た

と
、
あ
る
研
究
者
は
言
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、「
カ
ヴ
ィ
・
ナ
ー
ダ
ガ
ム
」
の
演
技
ス
タ
イ
ル
が
、
コ
ー

ラ
ム
と
似
て
い
る
他
、
コ
ー
ラ
ム
で
使
う
特
別
な
太
鼓
が
こ
の
劇
で
も
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の

太
鼓
は
、ヤ
ク
ベ
レ
ヤ
（yakbereya

）
と
い
い
ま
す
。
役
者
を
先
導
す
る
の
は
、ポ
テ
ー
グ
ル
（poteguru

）

と
呼
ば
れ
る
語
り
手
で
、
舞
台
の
上
で
、
他
の
出
演
者
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。
物
語
は
、
詩
的
対
話
で
展

開
さ
れ
ま
す
。
カ
ヴ
ィ
・
ナ
ー
ダ
ガ
ム
で
は
コ
ー
ラ
ム
と
同
じ
物
語
が
演
じ
ら
れ
ま
す
が
、
コ
ー
ラ
ム
と

は
異
な
り
、
役
者
は
仮
面
を
か
ぶ
り
ま
せ
ん
。
悪
霊
払
い
の
儀
式
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
ヤ
ク
ベ
レ
ヤ
を

使
い
ま
す
。
初
め
て
上
演
さ
れ
た
カ
ヴ
ィ
・
ナ
ー
ダ
ガ
ム
は
『
サ
ン
カ
パ
ー
ラ
・
カ
タ
ー
ワ
』（Sankapaala 

K
athaw

a

）
と
い
う
物
語
を
下
敷
き
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
」
か
ら
選
ば
れ
た
『
サ

ン
ダ
キ
ン
ド
ゥ
ル
ワ
』（Sandakinduruw

a

）
と
『
マ
ナ
メ
ー
』（M

anam
e

）
と
い
う
物
語
を
も
と
に
し

た
劇
も
書
か
れ
、
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
三
つ
の
民
俗
芸
能
の
う
ち
、
コ
ー
ラ
ム
や
ソ
カ
リ
以
上
に
人
気
が
あ
っ
た
の
が
ナ
ー
ダ
ガ

ム
で
す
。
ナ
ー
ダ
ガ
ム
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
学
者
の
中
で
も
意
見
が
分
か
れ
ま
す
。
南
イ
ン
ド
の
演

劇
で
あ
る
「
テ
ル
ッ
ク
ト
ゥ
」（T

erukkuthu

）
に
影
響
を
受
け
た
と
も
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
伝
え
た

「
ジ
ャ
ナ
ワ
ン
ダ
ナ
ー
」（Janaw

andana

）
と
い
う
芸
能
に
影
響
を
受
け
て
作
ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
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ま
す
。
ス
リ
ラ
ン
カ
初
の
ナ
ー
ダ
ガ
ム
は
、
南
イ
ン
ド
で
と
て
も
人
気
の
あ
っ
た
バ
ラ
テ
ン
ド
ゥ
・
ハ
リ

ス
チ
ャ
ン
ド
ラ
（Bharatendu H

arishchandra

、
一
八
五
〇
〜
一
八
八
五
）
と
い
う
タ
ミ
ー
ル
人
に
よ
っ

て
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
出
版
さ
れ
た
最
初
の
ナ
ー
ダ
ガ
ム
は
『
エ
ヘ
ー
レ
ポ
ラ
』（E

helepola

）

で
、
一
八
一
四
年
に
上
演
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
ナ
ー
ダ
ガ
ム
の
初
期
の
脚
本
家
で
あ

り
演
出
家
だ
っ
た
ピ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ン
ヨ
（Pilippu Sinyo

）
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
だ
っ
た
の
で
、
キ
リ

ス
ト
教
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
「
ナ
ー
ダ
ガ
ム
」
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
彼
は
、『
シ
ン
ハ
ワ
ッ
リ
』

（Sinhaw
alli

）、『
サ
ン
タ
・
ジ
ョ
セ
プ
』（Santa Josep

）、『
ス
セ
ム
』（Susem

u

）、『
ヘ
レ
ー
ナ
・
サ

ン
タ
・
ニ
コ
ロ
ス
』（H

elena Santa N
ikolos

）、『
ヴ
ィ
シ
ュ
ワ
カ
ル
マ
』（V

ishw
akarm

a

）、『
ム
ル
タ

ガ
ム
』（M

urtagam

）、『
マ
ー
タ
ラ
ン
』（M

atalan

）、『
セ
ナ
ガ
ッ
プ
』（Senagappu

）、『
ラ
ジ
ャ
ト
ゥ

ン
カ
ッ
ト
ゥ
ワ
』（R
ajatunkattuw

a
）、『
ス
ラ
バ
ー
ワ
テ
ィ
ー
』（Sulabaw

athie

）、『
ス
タ
ッ
キ
ー
』

（Stakki

）
と
い
っ
た
数
々
の
作
品
を
上
演
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｗ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ヤ
ン
・
ペ
レ
ー
ラ
（W

. 
Cristiyan Perera

）
も
、『
ブ
ラ
ム
ポ
ー
ド
』（Bram

pord

）、『
オ
リ
ソ
ン
と
パ
ー
レ
ン
テ
ン
』（O

rison 
and Palenten

）
お
よ
び
『
ベ
ラ
サ
ン
タ
』（Berasantha

）
と
い
わ
れ
る
ナ
ー
ダ
ガ
ム
を
書
い
て
上
演
し

ま
し
た
。
他
に
、『
リ
ヤ
ノ
ー
ラ
ー
』（Liyanora

）
と
い
う
作
品
を
書
い
た
ト
ー
マ
ス
・
シ
ル
ヴ
ァ
（T

om
as 

Silva

）
と
い
う
劇
作
家
も
、
当
時
、
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
は
当
初
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
と

タ
ミ
ー
ル
語
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
作
品
を
書
き
、
仏
教
徒
だ
っ
た
彼
は
そ
の
後
、
釈
迦
の
教
え
を
も
と
に
し
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た
芝
居
も
作
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
中
で
も
評
判
を
呼
ん
だ
の
が
、『
ヴ
ェ
ッ
サ
ン
タ
ラ
』『
マ
ナ
メ
ー
』『
サ

ン
ダ
キ
ン
ド
ゥ
ル
』『
カ
ー
ラ
ゴ
ー
ラ
』（K

alagola

）、『
ペ
ラ
ク
ン
バ
』（Perakum

ba

）、『
ブ
ワ
ネ
カ
バ
ー
』

（Buw
anekaba

）
と
い
っ
た
作
品
で
し
た
。

　

ナ
ー
ダ
ガ
ム
も
当
初
は
薪
能
の
よ
う
に
野
外
で
上
演
さ
れ
、
そ
の
舞
台
は
、
カ
ラ
リ
ヤ
（karaliya

）

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
舞
台
正
面
に
客
席
が
設
け
ら
れ
、
観
客
は
床
に
座
っ
て
観
劇
し
ま
し
た
。
当
時
、
西

洋
風
の
客
席
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
前
述
の
と
お
り
、
役
者
の
先
導
役
は
ポ
テ
ー
グ
ル
と

呼
ば
れ
ま
す
。
す
べ
て
の
劇
に
こ
の
人
物
が
現
れ
ま
す
。
彼
も
登
場
人
物
の
一
人
で
す
が
、
特
定
の
役
を

演
じ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
役
目
は
、
物
語
の
進
行
に
沿
っ
て
時
折
舞
台
に
登
場
し
、
ナ
ー
ダ

ガ
ム
の
出
演
者
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
す
る
こ
と
、
そ
し
て
物
語
の
筋
を
説
明
す
る
こ
と
で
す
。

　

ナ
ー
ダ
ガ
ム
の
台
本
を
見
る
と
、次
の
よ
う
な
流
れ
で
劇
は
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
、伝
統
に
従
っ

て
、
ポ
テ
ー
グ
ル
が
釈
迦
の
教
え
を
説
き
、
僧
侶
た
ち
と
共
に
祈
り
を
捧
げ
ま
す
。
こ
れ
は
、
ポ
テ
ー
・

カ
ヴ
ィ
ヤ
（Pothe K

aviya

）、
あ
る
い
は
プ
ー
ル
ワ
・
ヴ
ィ
ル
ド
ゥ
ワ
（Puuruw

a V
iruduw

a

）
と
い

わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
物
語
を
手
短
に
説
明
し
た
後
、「
ポ
テ
ー
・
シ
ン
ド
ゥ
ワ
」（Pothe Sinduw

a

）

や
「
プ
ー
ル
ワ
・
シ
ン
ド
ゥ
ワ
」（Puuruw

a Sinduw
a

）
と
呼
ば
れ
る
歌
を
歌
い
ま
す
。
最
初
に
舞
台

に
登
場
す
る
役
者
は
、
コ
ー
ラ
マ
ー
（K

oolam
a

）
ま
た
は
バ
フ
ブ
ー
タ
ヤ
ー
（Bahubhutaya

）
な
ど
と

呼
ば
れ
ま
す
。
彼
ら
は
、
舞
台
上
で
コ
ミ
カ
ル
な
演
技
を
し
、
観
客
を
笑
わ
せ
ま
す
。
狂
言
の
太
郎
冠
者
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に
似
て
い
ま
す
。
コ
ー
ラ
マ
ー
は
特
別
な
踊
り
を
披
露
し
な
が
ら
舞
台
に
上
が
り
、
ポ
テ
ー
グ
ル
と
長
い

会
話
を
交
わ
し
ま
す
。
続
い
て
、
セ
ッ
ラ
ム
ラ
マ
ー
（Sellam

lam
a

）
と
い
わ
れ
る
人
物
が
登
場
し
ま
す
。

彼
は
、
い
つ
も
ペ
ン
を
持
っ
て
お
り
、
作
家
の
よ
う
な
風
体
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
ベ
ラ
カ
ー
ラ

ヨ
ー
（Berakaarayoo

）
と
呼
ば
れ
る
三
人
ほ
ど
の
人
物
が
舞
台
に
現
れ
、太
鼓
を
運
び
込
み
ま
す
。
次
に
、

ハ
ン
ダ
ド
ゥ
ー
タ
ヨ
ー
（H

andaduutayoo

）
と
い
う
人
物
が
現
れ
、
台
本
に
記
さ
れ
た
通
り
、
王
と
大

臣
の
登
場
を
予
告
し
、
最
後
に
王
と
大
臣
た
ち
が
舞
台
に
現
れ
て
席
に
着
き
ま
す
。
以
上
が
、
ナ
ー
ダ
ガ

ム
の
導
入
部
で
す
。
こ
こ
か
ら
、
物
語
の
本
筋
が
演
じ
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
タ
ミ
ー
ル
演
劇
の
影
響
を
受

け
て
い
る
と
断
言
で
き
る
こ
の
ナ
ー
ダ
ガ
ム
は
、
十
九
世
紀
の
後
半
ま
で
続
き
ま
し
た
が
、
後
に
大
衆
の

人
気
を
失
っ
て
衰
退
し
ま
し
た
。

　

同
時
期
に
は
、
日
本
の
文
楽
と
同
じ
よ
う
な
「
パ
ペ
ッ
ト
」（
操
り
人
形
）
も
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
沿
岸

地
方
で
は
盛
ん
に
上
演
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
ワ
イ
サ
ー
カ
」（W

aisaka

）
と
い
わ
れ
る
祭
り
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
方
で
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
釈
迦
の
誕
生
・
成
道
・
入
滅
を
祝
う
祭
り
で
、
南
方
諸

国
の
仏
教
徒
の
間
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
釈
迦
の
誕
生
・
成
道
・
入
滅
と
い
う
出
来
事

は
す
べ
て
、
イ
ン
ド
暦
で
「
ワ
イ
サ
ー
カ
」
と
い
う
同
じ
月
の
満
月
の
日
に
起
き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
を
祝
う
た
め
、
釈
迦
の
前
世
に
つ
い
て
扱
っ
た
「
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
」
の
中
で
人
気
の
あ
る
話
を

も
と
に
芝
居
が
作
ら
れ
、
町
の
仮
設
舞
台
で
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
仏
教
徒
で
あ
る
観
客
の
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心
に
忠
誠
心
を
芽
生
え
さ
せ
る
こ
と
が
、
上
演
の
目
的
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
十
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
シ
ン
ハ
ラ
演
劇
史
上
、
特
筆
す
べ
き
出
来
事
が
起
こ
り
ま
す
。

北
イ
ン
ド
の
劇
団
が
南
か
ら
北
ま
で
ス
リ
ラ
ン
カ
全
土
に
わ
た
る
巡
業
公
演
を
開
始
し
、
好
評
を
博
し
た

の
で
す
。
中
で
も
、
イ
ン
ド
人
の
バ
リ
・
ワ
ー
ラ
ー
（Bali W

ala

）
を
中
心
と
す
る
「
エ
ル
ピ
ノ
ス
ト
ネ
」

（Elphinstone D
ram
atic Com

pany

）
と
い
う
名
の
劇
団
が
最
も
有
名
で
し
た
。
そ
れ
以
前
の
民
俗
芸
能

は
一
晩
か
け
て
演
じ
ら
れ
る
の
が
普
通
で
し
た
が
、
北
イ
ン
ド
の
新
劇
の
上
演
時
間
は
三
、四
時
間
と
手

頃
で
し
た
。
北
イ
ン
ド
の
音
楽
も
人
気
を
呼
び
、
踊
り
も
お
も
し
ろ
く
、
す
ぐ
に
評
判
に
な
り
ま
し
た
。

評
論
家
は
、
有
名
に
な
っ
た
こ
の
演
劇
を
「
パ
ー
ル
シ
」（Parshi

）
と
呼
び
ま
し
た
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
の
劇
作
家
た
ち
は
、
パ
ー
ル
シ
の
影
響
を
受
け
、
新
し
い
演
劇
を
広
め
よ
う
と
積
極

的
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
最
も
有
名
な
の
が
Ｃ
・
ド
ン
・
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ン
ダ
ラ
（C. D

on 
Bastian Bandara

、
一
八
五
一
〜
一
九
二
一
）
で
、
ナ
ー
ダ
ガ
ム
の
初
期
の
脚
本
家
で
あ
り
演
出
家
で
も

あ
っ
た
人
物
で
す
。
そ
し
て
、
パ
ー
ル
シ
の
影
響
を
受
け
て
生
ま
れ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
の
演
劇
が
「
ヌ
ー
ル

テ
ィ
」（N
urthi

）
で
す
。
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ン
ダ
ラ
の
最
初
の
作
品
は
『
ロ
リ
ナ
ー
』（R

olina

）
と

い
い
、
英
語
で
書
か
れ
た
物
語
を
シ
ン
ハ
ラ
語
に
翻
訳
し
た
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
彼
の
最
も
人
気
が
高

か
っ
た
作
品
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
を
シ
ン
ハ
ラ
語
に

翻
訳
し
た
も
の
で
す
。
彼
は
他
に
も
、『
プ
ラ
ン
コ
ロ
と
イ
ン
ガ
ル
リ
』（Pranklo and Ingarly

）、『
リ
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ヨ
ナ
イ
ン
と
エ
ウ
リ
ン
』（Liyonain and E

w
lin

）、『
ロ
ム
リ
ン
』（R

om
lin

）、『
プ
ロ
ー
テ
ィ
ア
ス
と

ウ
ェ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ン
』（Protius and W

elantian

）、『
シ
ン
ハ
バ
ー
フ
』（Sinhabahu

）、『
ス
ダ
ー
サ
と

サ
リ
ー
ニ
』（Sudasa and Salini

）、『
シ
ュ
ラ
ー
』（Shula

）、『
ス
ワ
ル
ナ
テ
ィ
ラ
カ
ー
』（Sw

arnatilaka

）、

『
デ
ィ
ナ
カ
ラ
』（D

inakara

）
と
い
っ
た
様
々
な
作
品
を
執
筆
・
翻
訳
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の

作
品
が
西
洋
演
劇
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
こ
と
は
タ
イ
ト
ル
を
見
て
も
明
ら
か
で
す
。
当
時
、
ヒ

ン
ド
ゥ
ス
タ
ン
（H

industan

）
音
楽
も
劇
作
家
た
ち
の
間
で
流
行
し
ま
し
た
。
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ン

ダ
ラ
は
さ
ら
に
、「
シ
ン
ハ
ラ
・
ヌ
チ
ャ
・
サ
マ
ー
ガ
マ
」（Sinhala N

utya Sam
agam

a

）
と
い
う
演
劇

集
団
も
組
織
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ン
ダ
ラ
は
、
こ
の
分
野
の
草
分
け
的
存
在
で
し
た
が
、
こ
の
新
し
い
演
劇
を
さ
ら

に
飛
躍
発
展
さ
せ
た
の
が
、ジ
ョ
ン
・
デ
・
シ
ル
ヴ
ァ
（John de Silva

、 

一
八
五
七
〜
一
九
二
二
）
と
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
デ
ィ
ア
ス
（Charles D

ias

、
一
八
七
四
〜
一
九
四
四
）
で
し
た
。
二
人
の
劇
作
家
は
、
シ
ン
ハ
ラ

人
の
伝
統
文
化
と
宗
教
を
広
め
よ
う
と
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
歴
史
や
古
典
文
学
、
そ
し
て
民
話
な
ど
を
取
り

入
れ
た
脚
本
を
書
き
ま
し
た
。
特
に
シ
ル
ヴ
ァ
は
、約
五
十
本
の
脚
本
を
書
き
、上
演
し
て
い
ま
す
。
歴
史
・

時
代
も
の
で
は
、『
ド
ゥ
ト
ゥ
・
ゲ
ム
ヌ
』（D

utu G
em
unu

）、『
パ
ン
ド
ゥ
カ
ー
バ
ヤ
』（Pandukabhaya

）、

『
ガ
ジ
ャ
バ
ー
』（G

ajabha

）、『
シ
リ
サ
ン
ガ
ボ
ー
』（Sirisangabo

）、『
ス
リ
・
ウ
ィ
ッ
ク
ラ
マ
・
ラ
ー

ジ
ャ
シ
ン
ヘ
』（Sri W

ickram
a R
ajasinghe

）、『
ワ
ラ
ガ
ン
バ
』（W

alagam
ba

）、『
マ
ハ
ー
ナ
ー
マ
』
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（M
ahanam

a

）、『
ダ
ス
コ
ン
』（D

askon

）、『
パ
ラ
ン
ギ
・
ハ
タ
ナ
』（Parangi H

atana

）、『
ア
ラ
ケ
ー

ス
ワ
ラ
』（A

lakesw
ara

）
等
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
仏
教
説
話
を
も
と
に
『
ヴ
ェ
ッ
サ
ン
タ
ラ
』、『
ク

サ
・
ジ
ャ
ー
タ
カ
ヤ
』（K

usa Jataya

）、『
ウ
ィ
ド
ゥ
ラ
・
ジ
ャ
ー
タ
カ
ヤ
』（W

idura Jatakaya

）
と
い
っ

た
脚
本
を
書
い
た
他
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
で
あ
る
『
オ
セ
ロ
』『
ベ
ニ
ス
の
商
人
』『
ハ
ム
レ
ッ

ト
』
な
ど
を
翻
訳
し
、
上
演
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
当
時
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
社
会
問
題
を
風
刺
し
た
、『
パ

ラ
ー
バ
ワ
』（Parabhaw

a

）、『
マ
ラ
ナ
ー
ヌ
ス
ム
ル
テ
ィ
』（M

arananusm
urthi

）、『
ス
ラ
ー
ソ
ン
ダ
』

（Surasonda

）
と
い
っ
た
作
品
も
残
し
て
い
ま
す
。
シ
ル
ヴ
ァ
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
か
ら
も
、『
ラ

ス
ナ
ー
ワ
リ
ー
』（R

athnaw
ali

）
や
『
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
ー
』（Sakuntala

）
を
は
じ
め
、『
ナ
ー
ガ
ー
ナ
ン
ダ
』

（N
agananda

）、『
ナ
ラ
ラ
ー
ジ
ャ
・
チ
ャ
リ
タ
ヤ
』（N

alaraja Charitaya

）、『
ウ
ッ
タ
ラ
・
ラ
ー
マ
・
チ
ャ

リ
タ
ヤ
』（U

ttara R
am
a Charitaya
）、『
シ
ー
タ
ー
・
ハ
ラ
ナ
ヤ
』（Seeta H

aranaya

）
と
い
う
六
つ

の
作
品
を
翻
訳
・
上
演
し
ま
し
た
。

　

シ
ル
ヴ
ァ
の
初
上
演
作
品
は『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』（R

am
ayana

）で
し
た
が
、名
作
と
い
わ
れ
る
の
は『
シ

リ
サ
ン
ガ
ボ
ー
』
で
す
。
こ
の
物
語
は
、サ
ン
ガ
・
テ
ィ
ッ
サ
（Sanga T

issa

）、シ
リ
サ
ン
ガ
ボ
ー
、ゴ
ー

タ
ー
バ
ヤ
（Gotabhaya

）
と
い
う
三
人
の
登
場
人
物
が
中
心
に
な
っ
て
展
開
し
ま
す
。
サ
ン
ガ
・
テ
ィ
ッ

サ
王
が
崩
御
し
、
シ
リ
サ
ン
ガ
ボ
ー
王
子
が
王
位
を
継
ぐ
と
こ
ろ
か
ら
話
は
始
ま
り
ま
す
。
シ
リ
サ
ン
ガ

ボ
ー
は
も
と
も
と
国
の
統
治
に
興
味
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
臣
の
た
っ
て
の
頼
み
に
よ
り
、
即
位
し
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ま
す
。
一
方
、
彼
の
下
の
弟
ゴ
ー
タ
ー
バ
ヤ
は
す
ぐ
に
で
も
国
王
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
弟

は
悪
人
で
、
シ
リ
サ
ン
ガ
ボ
ー
の
殺
害
を
企
て
、
い
ろ
い
ろ
と
画
策
し
ま
す
。
こ
の
動
き
を
察
知
し
た
シ

リ
サ
ン
ガ
ボ
ー
は
自
ら
の
命
を
守
る
た
め
、
森
に
隠
れ
ま
し
た
。
ゴ
ー
タ
ー
バ
ヤ
は
、
シ
リ
サ
ン
ガ
ボ
ー

の
首
を
討
ち
取
っ
た
者
に
莫
大
な
賞
金
を
与
え
る
と
お
触
れ
を
出
し
、
そ
れ
を
聞
い
た
シ
リ
サ
ン
ガ
ボ
ー

は
、
木
こ
り
に
自
ら
の
首
を
切
っ
て
届
け
る
よ
う
言
い
渡
し
ま
す
。
作
家
は
、
献
身
的
・
犠
牲
的
な
精
神

性
が
う
ま
く
伝
わ
る
よ
う
脚
本
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
役
者
に
は
そ
の
よ
う
に
演
技
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
劇
中
歌
も
お
も
し
ろ
く
、
こ
の
劇
は
と
て
も
人
気
を
呼
び
ま
し
た
。

　

ヌ
ー
ル
テ
ィ
の
劇
作
家
ら
は
後
に
、
東
洋
で
開
か
れ
た
演
劇
会
で
名
声
を
得
て
い
ま
す
。
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
デ
ィ
ア
ス
も
、
ジ
ョ
ン
・
デ
・
シ
ル
ヴ
ァ
と
同
様
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
歴
史
に
登
場
す
る
個
性
的
な
王

の
話
を
も
と
に
、
多
く
の
芝
居
を
作
り
ま
し
た
。
デ
ィ
ア
ス
は
幸
い
に
も
個
人
の
劇
場
を
持
っ
て
い
た
の

で
、
自
分
の
劇
を
自
由
に
上
演
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
彼
ら
の
作
品
は
、
東
洋
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

演
劇
の
み
な
ら
ず
、
西
洋
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
な
ど
の
作
品
に
も
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
伝
統
的
な
民

俗
芸
能
の
分
野
で
、
二
人
の
作
品
は
一
時
非
常
に
も
て
は
や
さ
れ
ま
し
た
が
、
二
十
世
紀
の
初
め
頃
に
は

そ
の
人
気
は
衰
え
ま
し
た
。

　

一
九
三
〇
年
代
に
は
、
Ｂ
・
Ａ
・
Ｗ
・
ジ
ャ
ヤ
マ
ー
ン
ナ
（B.A

.W
. Jayam

anne

、 

一
九
〇
八
〜

一
九
六
五
）と
い
う
劇
作
家
が
現
れ
ま
す
。
彼
の
よ
う
な
演
劇
ス
タ
イ
ル
は
、そ
の
名
の
通
り「
ジ
ャ
ヤ
マ
ー
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ン
ナ
劇
」
と
呼
ば
れ
、『
カ
ダ
ウ
ヌ
・
ポ
ロ
ン
ド
ゥ
ワ
』（K

adaw
unu Poronduw

a

）、『
ペ
ラ
レ
ナ
・
イ

ラ
ナ
マ
』（Peralena Iranam

a

）、『
ウ
ェ
ラ
ド
ゥ
ナ
・
ク
ル
マ
ー
ナ
マ
』（W

eraduna K
urum

anam
a

）、『
ウ

マ
ト
ゥ
・
ウ
ィ
シ
ュ
ワ
ー
サ
ヤ
』（U

m
athu W

ishw
asaya

）、『
サ
ン
ガ
ウ
ヌ
・
ピ
リ
ト
ゥ
ラ
』（Sangaw

unu 
Pilithura

）
と
い
っ
た
作
品
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
中
に
は
、
映
画
化
さ
れ
た
作
品
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

当
時
の
一
般
市
民
の
生
活
を
描
い
た
彼
の
作
品
は
そ
の
後
長
い
間
、
上
演
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
特
に
、
都
会
で
は
一
時
有
名
に
な
っ
た
も
の
の
、
地
方
に
は
そ
の
名
声
が
広
ま
る
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
す
。

　

一
九
四
〇
年
代
に
入
る
と
、
研
究
者
の
間
で
演
劇
論
が
活
発
に
な
り
、
西
洋
演
劇
の
影
響
を
受
け
た

脚
本
家
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
当
時
、
演
劇
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
ス
リ
ラ
ン

カ
唯
一
の
セ
イ
ロ
ン
大
学
（
後
に
ぺ
ー
ラ
ー
デ
ニ
ヤ
大
学
な
ど
四
つ
の
大
学
に
分
割
）
で
し
た
。
英
語
学
科

長
だ
っ
た
英
国
出
身
の
Ｅ
・
Ｆ
・
Ｃ
・
ル
ド
ワ
イ
ク
（E.F.C. Ludow

yk

、 

一
九
〇
六
〜
一
九
八
五
）
が
、

一
九
三
三
年
に
大
学
演
劇
協
会
を
創
設
し
、
英
国
の
作
品
を
い
く
つ
か
上
演
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

彼
は
、
英
語
に
よ
る
西
洋
劇
を
上
演
し
ま
し
た
。
主
要
な
作
品
と
原
作
者
、
上
演
年
は
次
の
通
り
で
す
。

ア
ル
バ
レ
ス
・
キ
ン
テ
ー
ロ
兄
弟
『
女
ば
か
り
の
村
』（
一
九
三
三
）、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ブ
リ
ン
ズ
リ
ー
・
シ
ェ

リ
ダ
ン
『
恋
が
た
き
』（
一
九
三
四
）、
モ
リ
エ
ー
ル
『
病
は
気
か
ら
』（
一
九
三
五
）、
キ
ン
テ
ー
ロ
兄
弟

T
he Ladies from

 A
lfaqueque

（
一
九
三
六
）、
カ
ル
ロ
・
ゴ
ル
ド
ー
ニ
『
二
人
の
主
人
を
一
度
に
も
つ
と
』
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（
一
九
三
七
）、
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
『
武
器
と
人
』（
一
九
三
八
）、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
ウ
ィ

ン
ザ
ー
の
陽
気
な
女
房
た
ち
』（
一
九
四
〇
）、
キ
ン
テ
ー
ロ
兄
弟Peace and Q

uiet

（
一
九
四
一
）、
ユ
ー

ジ
ン
・
オ
ニ
ー
ル
『
長
者
マ
ル
コ
』（
一
九
四
二
）。
こ
れ
ら
の
英
語
劇
は
、
の
ち
の
シ
ン
ハ
ラ
演
劇
創
立

の
動
き
に
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
学
生
た
ち
の
演
劇
に
対
す
る
興
味
を
か
き
た
て
ま
し
た
。

　

一
九
四
〇
年
代
初
め
か
ら
一
九
五
二
年
ま
で
に
登
場
し
た
演
劇
は
、「
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
」
と
呼
ば
れ

ま
す
。
西
洋
の
国
々
に
広
ま
っ
て
い
た
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
の
影
響
を
受
け
、
ス
リ
ラ
ン
カ
特
有
の
演
劇
を

打
ち
立
て
る
た
め
に
尽
力
し
た
の
が
、
前
出
の
エ
デ
ィ
リ
ウ
ィ
ー
ラ
・
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
で
あ
り
、
そ

の
影
響
の
下
に
最
初
に
上
演
さ
れ
た
作
品
が
、『
ヤ
ン
タ
ン
・
ゲ
ラ
ウ
ナ
ー
』（Y

antan G
elauna

）
で
し

た
。
こ
れ
は
、
グ
ナ
パ
ー
ラ
・
マ
ラ
ラ
セ
ケ
ラ
（Gunapala M

alalasekera

、
一
八
九
九
〜
一
九
七
三
）
を

含
む
三
名
の
劇
作
家
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
独
創
的
な
作
品
で
、
非
常

に
有
名
で
す
。
そ
の
後
も
シ
ン
ハ
ラ
演
劇
界
で
は
、『
バ
ダ
ギ
ン
ナ
』

（Badaginna
）、『
プ
ド
ゥ
マ
・
ベ
ー
リ
ッ
ラ
』（Pudum

a Berilla

）、『
ウ
ェ

ラ
ド
ゥ
ヌ
・
デ
ィ
ー
ガ
ヤ
』（W

eradunu　

D
eegaya

）
な
ど
の
作
品
が

上
演
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
も
、『
バ
ヒ
ナ
・

カ
ラ
ー
ワ
』（Bahina K

alaaw
a

）
や
『
ワ
ン
デ
ィ
ン
ナ
ギ
ヤ
・
デ
ー

ワ
ー
レ
』（W

andinnagiya D
ew
ale

）
な
ど
の
作
品
を
書
き
、
上
演
し

図 9　 エディリウィーラ・　
サラッチャンドラ
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て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
、
最
も
評
判
を
呼
ん
だ
の
が
、
西
洋
演
劇
に
影
響
を
受
け
た
作
品
群
で
し
た
。
特

に
、
ロ
シ
ア
の
ニ
コ
ラ
イ
・
ゴ
ー
ゴ
リ
と
ア
ン
ト
ン
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
作
品
が
、
当
時
の
ス
リ
ラ
ン
カ
で

は
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。
ゴ
ー
ゴ
リ
の
作
品
で
は
『
結
婚
』
と
『
査
察
官
』
が
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
作
品
で

は
寸
劇
『
熊
』
や
『
結
婚
申
し
込
み
』、『
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
』
等
が
シ
ン
ハ
ラ
語
に
翻
訳
さ
れ
て
、
上
演
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
英
国
の
劇
作
家
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
や
フ
ラ
ン
ス
の
モ
リ
エ
ー
ル
の
作
品
も

上
演
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
西
洋
劇
を
英
語
か
ら
シ
ン
ハ
ラ
語
に
翻
訳
す
る
に
あ
た
っ
て
尽
力
し
た
の
が

サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
で
し
た
。
ゴ
ー
ゴ
リ
の
作
品
『
結
婚
』
を
シ
ン
ハ
ラ
語
に
翻
訳
し
た
『
カ
プ
ワ
ー
・

カ
ポ
ー
テ
ィ
』（K

apuw
a K
apoothi

）
と
い
う
芝
居
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
演
劇
界
を
大
き
く
変
え
る
き
っ

か
け
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
が
登
場
し
た
の
は
一
九
四
五
年
で
、
翻
訳
し
た
の
は
サ
ラ
ッ
チ
ャ

ン
ド
ラ
を
含
む
三
名
、
演
出
に
は
Ｅ
・
Ｆ
・
Ｃ
・
ル
ド
ワ
イ
ク
が
当
た
っ
て
い
ま
す
。『
カ
プ
ワ
ー
・
カ
ポ
ー

テ
ィ
』
が
上
演
さ
れ
る
ま
で
、
シ
ン
ハ
ラ
演
劇
界
に
真
の
意
味
で
の
演
劇
は
興
っ
て
い
な
か
っ
た
と
私
は

思
い
ま
す
。
そ
の
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
劇
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ほ
ど
ま
で
の
高
い
評

価
を
受
け
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
『
カ
プ
ワ
ー
・
カ
ポ
ー
テ
ィ
』
は
、グ
ナ
テ
ィ
ラ
カ
（Gunatilaka

）、カ
ル
ナ
ー
ラ
タ
ナ
（K

arunarathne

）、

セ
ー
パ
ー
リ
カ
ー
（Sepalika

）
と
い
う
三
人
の
登
場
人
物
を
中
心
に
展
開
し
ま
す
。
結
婚
願
望
を
持
つ

グ
ナ
テ
ィ
ラ
カ
は
、
同
時
に
、
結
婚
に
対
し
不
安
と
怖
れ
を
抱
い
て
い
ま
す
。
セ
ー
パ
ー
リ
カ
ー
の
友
人
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カ
ル
ナ
ー
ラ
タ
ナ
は
、
グ
ナ
テ
ィ
ラ
カ
と
セ
ー
パ
ー
リ
カ
ー
を
結
婚
さ
せ
よ
う
と
計
画
し
、
グ
ナ
テ
ィ
ラ

カ
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
結
婚
生
活
の
楽
し
さ
に
つ
い
て
語
り
聞
か
せ
ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、

グ
ナ
テ
ィ
ラ
カ
は
、
セ
ー
パ
ー
リ
カ
ー
と
の
結
婚
を
決
意
し
、
結
婚
式
の
日
取
り
も
決
ま
り
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
結
婚
式
当
日
、
突
然
の
恐
怖
に
襲
わ
れ
た
グ
ナ
テ
ィ
ラ
カ
は
居
室
の
窓
か
ら
飛
び
降
り
て
逃
げ
、

隠
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
恥
を
か
か
さ
れ
た
セ
ー
パ
ー
リ
カ
ー
は
涙
ぐ
み
、
慰
め
た
カ
ル
ナ
ー
ラ
タ
ナ
が
代

わ
っ
て
セ
ー
パ
ー
リ
カ
ー
と
結
婚
す
る
は
め
に
な
り
ま
す
。
観
客
が
大
受
け
す
る
喜
劇
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
皮
肉
に
満
ち
た
ユ
ー
モ
ア
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
と
評
論
家
は
指
摘
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
西
洋
の
演
劇
か
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
本
来
の
演
劇
は
生
ま
れ
な
い
と
悟
っ
た
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ

は
、
一
九
五
〇
年
頃
か
ら
土
着
の
演
劇
ス
タ
イ
ル
を
打
ち
立
て
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
行
い
ま

し
た
。
東
洋
で
流
行
し
て
い
た
新
劇
ス
タ
イ
ル
と
西
洋
で
盛
ん
だ
っ
た
リ
ア
リ
ズ
ム
の
ス
タ
イ
ル
を
ミ
ッ

ク
ス
し
て
、
一
九
五
二
年
に
は
『
パ
バ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
』（Pabāvatī

）
と
い
う
作
品
を
上
演
し
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
ほ
ど
興
味
を
引
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、
そ
の
間
、
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド

ラ
は
米
国
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
を
受
け
、
諸
外
国
を
旅
す
る
機
会
を
得
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
経
験
が
、

一
九
五
六
年
以
降
の
シ
ン
ハ
ラ
演
劇
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
九
五
六
年
に
初
演
さ
れ
た
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
作
品
『
マ
ナ
メ
ー
』（M

anam
e

）
は
、
シ
ン
ハ
ラ

演
劇
史
に
大
き
な
転
換
点
を
刻
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
の
着
想
は
、
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
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が
日
本
で
演
劇
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
時
に
、
黒
澤
明
の
映
画
『
羅
生
門
』
か
ら
得
た
と
い
い
ま
す
。

特
に
、『
羅
生
門
』
で
多
襄
丸
、
武
弘
、
真
砂
と
い
う
三
人
が
登
場
す
る
場
面
は
、「
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
」

の
『
チ
ュ
ッ
ラ
ダ
ヌ
ッ
ダ
ラ
』
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
そ
れ
ら
を
下
地
に
、
思
い

の
ま
ま
改
作
し
ま
し
た
。
長
い
間
の
脚
本
家
と
し
て
の
経
験
か
ら
、『
マ
ナ
メ
ー
』
に
は
オ
ペ
ラ
の
表
現

ス
タ
イ
ル
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

物
語
は
、
マ
ナ
メ
ー
王
子
と
マ
ナ
メ
ー
王
女
、
ヴ
ェ
ッ
ダ
ー
（V

eddha

）
王
と
い
う
三
人
の
登
場
人

物
を
中
心
に
展
開
し
ま
す
。『
羅
生
門
』に
は
仏
教
の
影
響
が
見
ら
れ
ま
す
が
、サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
、『
マ

ナ
メ
ー
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
も
釈
迦
の
教
え
を
表
現
す
る
た
め
に
、
日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
能
楽
の
表

現
手
法
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
能
楽
の
内
容
が
、
宗
教
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
は
事
実
で
す
。
我
々

の
生
き
る
世
界
が
無
常
で
あ
る
と
い
う
教
え
は
、
釈
迦
の
教
え
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
点
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
人
は
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
能
楽
堂
で
能
を
観
る
時
に
は
無
常
を
感
じ
、
仏
教
で

い
う
悟
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
享
受
し
ま
す
。
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
、
宗
教
性
だ
け
で
は
な
く
、
お
囃
子
・

舞
台
・
背
景
・
衣
装
と
い
っ
た
技
術
・
美
術
面
に
お
い
て
も
、
能
楽
に
感
化
さ
れ
ま
し
た
。
彼
の
作
品
に

は
ま
た
、
能
楽
と
同
様
の
語
り
手
が
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
む
し
ろ
能
楽
と
い
う
よ
り
も
、
ス

リ
ラ
ン
カ
で
人
気
の
あ
っ
た
民
俗
芸
能
ナ
ー
ダ
ガ
ム
の
影
響
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
ス
リ
ラ
ン
カ
演
劇
に
も
見
せ
場
は
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
『
マ
ナ
メ
ー
』
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
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ク
ス
の
盛
り
上
が
り
は
、
従
来
の
演
劇
に
は
、
見
ら
れ

な
い
も
の
で
し
た
。『
マ
ナ
メ
ー
』
は
、
東
洋
諸
国
や

日
本
の
伝
統
的
な
演
劇
と
民
俗
芸
能
の
形
式
を
ベ
ー
ス

に
し
た
も
の
で
、
西
洋
諸
国
の
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
と
は

ま
っ
た
く
異
な
る
作
品
で
す
。

　

あ
ら
す
じ
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
マ
ナ
メ
ー
王
子
は

イ
ン
ド
で
も
有
数
の
一
流
校
に
入
学
し
、
数
々
の
学
問

を
修
め
ま
す
。
特
に
、
王
子
と
い
う
立
場
上
、
武
術
も

習
得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
在
学
中
、
恩

師
の
美
し
い
娘
と
恋
に
落
ち
、
そ
の
た
め
、
卒
業
し

て
も
自
分
の
国
へ
帰
る
決
心
が
な
か
な
か
つ
き
ま
せ

ん
。
恋
人
と
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
マ

ナ
メ
ー
王
子
が
彼
女
を
想
い
嘆
き
悲
し
ん
で
い
た
あ
る

日
、
恩
師
が
他
の
生
徒
に
王
子
を
呼
び
に
行
か
せ
、
学

校
の
慣
例
に
従
っ
て
、
真
面
目
で
優
秀
な
学
生
と
自
分

の
娘
を
結
婚
さ
せ
る
、
と
王
子
に
告
げ
ま
す
。
恩
師
は
、

図 10　マナメー図 11　マナメー
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自
分
の
娘
と
王
子
が
相
思
相
愛
で
あ
る
と
は
知
ら
ず
、
進
ん
で
二
人
の
結
婚
を
許
し
た
の
で
す
。
結
婚
後
、

二
人
は
は
る
か
遠
い
マ
ナ
メ
ー
王
子
の
祖
国
を
目
指
し
、
長
い
旅
に
出
ま
す
。
途
中
、
美
し
い
自
然
に
感

動
し
な
が
ら
森
の
中
を
歩
い
て
い
る
と
、
ヴ
ェ
ッ
ダ
ー
と
い
う
悪
魔
の
よ
う
な
野
人
が
現
れ
ま
す
。
純
心

で
美
し
い
マ
ナ
メ
ー
王
女
は
彼
ら
に
殺
さ
れ
る
と
お
び
え
ま
す
が
、
武
術
に
長
け
て
い
た
王
子
は
ま
っ
た

く
怖
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
野
人
た
ち
は
一
度
は
引
き
下
が
っ
た
も
の
の
、
ヴ
ェ
ッ
ダ
ー
王
と
共
に
再
び
現

れ
ま
す
。
ヴ
ェ
ッ
ダ
ー
王
は
王
女
を
気
に
入
り
、
彼
女
だ
け
を
残
し
て
帰
国
す
る
よ
う
に
と
王
子
に
言
い
、

そ
の
言
葉
に
怒
っ
た
王
子
と
ヴ
ェ
ッ
ダ
ー
王
の
間
で
争
い
が
起
こ
り
ま
す
。
王
子
は
自
分
の
刀
を
王
女
に

預
け
、
ヴ
ェ
ッ
ダ
ー
王
と
素
手
で
戦
い
ま
す
。
や
が
て
、
王
子
は
ヴ
ェ
ッ
ダ
ー
王
に
と
ど
め
を
刺
す
べ
く
、

王
女
に
預
け
て
い
た
刀
を
渡
す
よ
う
言
い
ま
す
が
、
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
に
、
王
女
は
ヴ
ェ
ッ
ダ
ー
王
が

一
人
で
戦
っ
た
勇
敢
さ
に
心
を
打
た
れ
、
ど
う
か
王
を
殺
さ
な
い
で
ほ
し
い
と
頼
み
ま
す
。
そ
の
一
瞬
の

隙
を
つ
い
て
ヴ
ェ
ッ
ダ
ー
王
は
突
然
立
ち
上
が
り
、
王
女
が
持
っ
て
い
た
刀
を
奪
っ
て
、
マ
ナ
メ
ー
王
子

を
殺
し
て
し
ま
い
ま
す
。
王
女
は
意
外
な
結
末
に
悲
嘆
に
暮
れ
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
ヴ
ェ
ッ
ダ
ー

王
の
庇
護
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
始
め
こ
そ
ヴ
ェ
ッ
ダ
ー
王
を
責
め
る
も
の
の
、
次
第
に
彼
を
愛

す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、「
自
分
は
前
か
ら
ヴ
ェ
ッ
ダ
ー
王
を
深
く
愛
し
て
い
た
」
と
い

う
王
女
の
言
葉
を
聞
い
た
王
は
、
信
頼
の
お
け
な
い
女
だ
と
言
っ
て
怒
り
、
王
女
を
森
の
中
に
置
き
去
り

に
し
ま
す
。
王
女
は
、
悲
し
み
の
あ
ま
り
、
心
臓
麻
痺
を
起
こ
し
て
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
以
上
の
話
と
、
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芥
川
龍
之
介
が
書
い
た
『
羅
生
門
』（
一
九
一
五
）
と
『
藪
の
中
』（
一
九
二
二
）
と
い
う
二
つ
の
短
編
小

説
と
の
間
に
は
、
類
似
点
が
あ
る
こ
と
に
お
気
付
き
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
後
も
、
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
「
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
」
と
仏
教
説
話
を
下
敷
き
に
し
た
い
く
つ
か

の
作
品
を
書
き
、上
演
し
ま
し
た
。
一
九
五
八
年
と
五
九
年
に
上
演
さ
れ
た
『
ラ
ッ
タ
ラ
ン
』（R

attaran

）

と
『
エ
ロ
ワ
・
ギ
ヒ
ン
・
メ
ロ
ワ
・
ア
ー
ワ
ー
』（E

low
a gihin M

elow
a Ā
w
ā

）
は
、
悪
霊
払
い
の
儀

礼
に
影
響
を
受
け
て
い
る
う
え
、『
エ
ロ
ワ
・
ギ
ヒ
ン
・
メ
ロ
ワ
・
ア
ー
ワ
ー
』
に
は
、
日
常
の
生
活
が

重
要
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
五
九
年
の
後
半
に
は
、『
腕
輪
』（K

ada w
alalu

）

や
『
ハ
ス
テ
ィ
カ
ー
ン
タ
・
マ
ン
タ
レ
ー
』（H

asthikaantha M
antare

）、『
ウ
ェ
ッ
ラ
・
ウ
ェ
フ
ム
』

（W
ella W

ehum

）
と
い
う
作
品
も
上
演
し
て
い
ま
す
。『
腕
輪
』
は
、
日
本
の
歌
舞
伎
に
影
響
を
受
け
て

お
り
、
舞
台
装
置
と
し
て
花
道
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
観
衆
の
大
変
な
人
気

を
呼
び
ま
し
た
。『
ハ
ス
テ
ィ
カ
ー
ン
タ
・
マ
ン
タ
レ
ー
』
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
演
劇
か
ら
、『
ウ
ェ
ッ

ラ
・
ウ
ェ
フ
ム
』
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
民
俗
芸
能
コ
ー
ラ
ム
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ

の
他
、
一
九
五
一
年
か
ら
六
一
年
ま
で
上
演
さ
れ
た
『
笑
い
が
止
ま
ら
な
い
』（E

kata M
ata H

inahina

）

と
い
う
作
品
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
は
、「
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
」
の
中
で
も
傑
作
と
い
わ
れ
る
『
カ
ー

ラ
ゴ
ー
ラ
』
で
、
最
も
背
の
低
い
男
が
最
も
背
の
高
い
女
と
結
婚
す
る
話
で
す
。
不
釣
り
合
い
な
男
女
が

交
際
し
た
時
に
生
ま
れ
る
悲
喜
劇
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。六
八
年
に
は
、『
マ
ハ
ー
サ
ー
ラ
』（M

ahasara

）
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と
い
う
作
品
も
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
音
楽
舞
踊
劇
『
愛

は
苦
し
み
を
生
む
』（Pem

atho jayathi soko

）
と
い
う
作
品

は
、『
サ
ッ
ダ
ル
マ
ー
ラ
ン
カ
ー
ラ
』（Saddharm

alankara

）

と
い
う
古
典
文
学
に
登
場
す
る
女
性
ス
ワ
ル
ナ
テ
ィ
ラ
カ
ー

（Sw
arnatilaka

）
が
直
面
す
る
問
題
を
主
題
化
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
も
『
マ
ナ
メ
ー
』
と
同
じ
く
ら
い
人
気
の
高
い
作
品
で
し
た
。

こ
の
作
品
に
も
日
本
の
能
楽
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
愛
が
苦
し
み
を
生
み
出
す
と
い
う
主
題

に
は
「
無
常
」
の
精
神
が
明
ら
か
で
、
能
楽
と
同
様
に
、
釈
迦
の
教
え
の
大
切
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
も
う
一
つ
お
も
し
ろ
い
作
品
に
、『
シ
ン
ハ
バ
ー
フ
』（Sinhabāhu

）
が
あ
り

ま
す
。
ス
リ
ラ
ン
カ
最
古
の
伝
説
と
い
わ
れ
る
、
紀
元
前
五
世
紀
頃
に
書
か
れ
た
『
マ
ハ
ー
ワ
ン
サ
』

（M
ahaw

ansa

、
大
史
）
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
得
て
い
ま
す
。
伝
説
を
現
代
風
に
翻
案
し
て
、
世
代
の
問
題

が
象
徴
的
に
表
れ
る
よ
う
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
観
客
の
間
で
は
、
劇
中
歌
も
と
て
も
評
判
に

な
り
ま
し
た
。『
シ
ン
ハ
バ
ー
フ
』
を
演
劇
的
に
高
く
評
価
し
な
い
評
論
家
も
い
ま
す
が
、
一
九
六
二
年

か
ら
つ
い
最
近
ま
で
上
演
さ
れ
た
、
と
て
も
人
気
の
あ
る
音
楽
舞
踊
劇
で
す
。

　

こ
の
物
語
は
、
シ
ン
ハ
ヤ
（Sinhaya

）、
ス
ッ
パ
ー
デ
ー
ウ
ィ
（Suppadew

i

）、
シ
ン
ハ
バ
ー
フ
、
シ

ン
ハ
シ
ー
ワ
リ
ー（Sinhaseew

alee

）と
い
う
四
人
の
登
場
人
物
を
中
心
に
展
開
し
ま
す
。
ス
ッ
パ
ー
デ
ー

図 12　マナメー
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ウ
ィ
は
王
女
で
す
。
彼
女
は
、
昔
イ
ン
ド
に
あ
っ
た
ワ
ン
ガ
（W

anga

）
と
い
う
国
の
ワ
ン
ガ
王
の
娘
で

す
。
あ
る
日
、
ス
ッ
パ
ー
デ
ー
ウ
ィ
が
、
自
由
な
生
活
を
求
め
て
城
を
抜
け
出
し
、
森
の
中
を
歩
い
て
い

た
と
こ
ろ
、
シ
ン
ハ
ヤ
が
彼
女
を
一
目
見
て
恋
に
落
ち
ま
す
。
二
人
は
交
際
の
末
、
一
緒
に
暮
ら
す
よ
う

に
な
り
ま
す
が
、
シ
ン
ハ
ヤ
の
正
体
は
実
は
ラ
イ
オ
ン
で
し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
ス
ッ
パ
ー
デ
ー
ウ
ィ
は

シ
ン
ハ
ヤ
と
共
に
洞
窟
に
隠
れ
て
生
活
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
彼
女
は
息
子
と
娘
を
産
み
ま

す
。
父
親
の
シ
ン
ハ
ヤ
は
獣
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
ど
ち
ら
も
人
間
で
し
た
。
息
子
の
シ
ン
ハ
バ
ー
フ

は
十
六
歳
に
な
る
と
、
洞
窟
の
中
で
の
生
活
に
疑
問
を
持
ち
始
め
、
外
に
出
て
森
を
見
た
い
と
望
む
よ
う

に
な
り
ま
す
。
一
方
、
父
の
シ
ン
ハ
ヤ
は
、
食
べ
物
を
見
つ
け
る
た
め
に
毎
朝
洞
窟
を
出
て
森
に
入
り
、

夕
方
に
は
戻
っ
て
く
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
娘
の
シ
ン
ハ
シ
ー
ワ
リ
ー
は
、
そ
ん
な
父
を
慕
い
、
父

の
帰
り
を
じ
っ
と
待
っ
て
い
ま
す
。
シ
ン
ハ
ヤ
は
常
に
自
分
の
家
族
を
守
る
た
め
に
努
力
し
ま
す
が
、
シ

ン
ハ
バ
ー
フ
は
あ
る
日
、
母
が
本
当
は
王
女
だ
と
知
っ
て
喜
び
ま
す
。
や
が
て
、
ス
ッ
パ
ー
デ
ー
ウ
ィ
は
、

子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
考
え
、
洞
窟
を
出
て
ワ
ン
ガ
王
国
に
戻
る
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。
シ
ン
ハ
ヤ
が
反

対
す
る
の
は
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
彼
に
は
黙
っ
て
子
ど
も
た
ち
と
共
に
去
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
週

間
後
、
ワ
ン
ガ
王
国
に
到
着
し
た
ス
ッ
パ
ー
デ
ー
ウ
ィ
は
、
自
分
が
ワ
ン
ガ
王
の
娘
で
あ
る
と
、
王
の
片

腕
で
あ
る
副
王
に
告
げ
ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
副
王
は
歓
喜
し
て
、
美
し
い
ス
ッ
パ
ー
デ
ー
ウ
ィ
と
結
婚

し
て
し
ま
い
ま
す
。
息
子
の
シ
ン
ハ
バ
ー
フ
も
、
国
王
の
家
臣
と
な
り
ま
す
。
同
じ
頃
、
食
べ
物
を
持
っ
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て
洞
窟
に
戻
っ
て
き
た
シ
ン
ハ
ヤ
は
、
誰
も
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
家
族
を
探
し
て
森
中
を
走
り
回
り

ま
す
。
彼
の
悲
し
み
は
深
く
、
愛
す
る
娘
シ
ン
ハ
シ
ー
ワ
リ
ー
の
名
前
を
呼
び
な
が
ら
、
あ
ち
こ
ち
を
訪

ね
歩
い
た
末
、
深
い
悲
し
み
は
や
が
て
怒
り
に
変
わ
り
、
村
に
押
し
入
っ
て
村
人
を
殺
し
て
し
ま
い
ま
す
。

罪
の
な
い
人
々
が
千
人
以
上
殺
さ
れ
た
と
、
村
人
は
副
王
の
も
と
を
訪
れ
、
涙
な
が
ら
に
訴
え
ま
す
。
副

王
は
、
そ
れ
を
聞
い
て
悲
し
み
、
シ
ン
ハ
ヤ
を
殺
す
よ
う
命
じ
ま
す
。
副
王
の
命
を
受
け
て
、
頑
健
な
シ

ン
ハ
バ
ー
フ
が
、
シ
ン
ハ
ヤ
を
殺
し
に
赴
き
ま
す
。
シ
ン
ハ
ヤ
は
、
眼
前
に
現
れ
た
人
物
が
自
分
の
息
子

で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
抱
き
し
め
よ
う
と
近
づ
き
ま
す
が
、
シ
ン
ハ
バ
ー
フ
は
シ
ン
ハ
ヤ
を
一
瞬
の
う

ち
に
殺
し
て
し
ま
い
ま
す
。
シ
ン
ハ
バ
ー
フ
の
使
命
は
、
村
人
た
ち
に
平
穏
無
事
な
生
活
を
取
り
戻
す
こ

と
で
あ
り
、
目
の
前
の
シ
ン
ハ
ヤ
が
、
自
分
の
父
と
は
と
う
て
い
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
な
ぜ
な

ら
、
彼
の
記
憶
の
中
の
父
は
い
つ
も
親
切
で
、
も
の
静
か
な
人
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
劇
の
表
向
き
の

主
題
は
父
と
子
の
争
い
で
す
が
、
実
際
に
は
そ
れ
以
上
に
深
い
世
代
間
の
問
題
を
描
く
こ
と
に
苦
心
が
重

ね
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
作
品
が
有
名
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
彼
の
作
品
に
触
発
さ
れ
て
、
若
い
脚
本
家

や
演
出
家
が
数
多
く
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
人
が
、
ダ
ヤ
ー
ナ
ン
ダ
・
グ
ナ
ワ
ル
ダ
ナ
（D

ayananda 
Gunaw

ardena

、
一
九
三
四
〜
一
九
九
三
）
で
す
。
彼
は
、
民
話
を
も
と
に
『
ナ
リ
・
ベ
ー
ナ
』（N

ari 
Bena

）
と
い
う
作
品
を
書
き
、
演
出
し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
と
て
も
人
気
を
呼
び
ま
し
た
。
彼
は
ま
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た
、
日
本
の
能
楽
作
品
の
一
つ
で
あ
る
『
卒
都
婆
小
町
』
を
モ
チ
ー
フ
に
、『
ガ
ジ
ャ
マ
ン
・
プ
ワ
タ
』

（G
ajam

an Puw
atha

）
と
い
う
音
楽
舞
踊
劇
も
書
い
て
い
ま
す
。
シ
ン
ハ
ラ
演
劇
の
作
家
た
ち
は
一
方
で
、

西
洋
の
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
の
影
響
を
受
け
た
作
品
も
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
教

え
子
で
あ
る
グ
ナ
セ
ー
ナ
・
ガ
ラ
ッ
パ
ッ
テ
ィ
（Gunasena Galappatty

、
一
九
二
七
〜
）
は
、
ス
ペ
イ

ン
の
劇
作
家
ガ
ル
シ
ア
・
ロ
ル
カ
の
作
品
『
イ
ェ
ル
マ
』
に
影
響
を
受
け
、『
海
の
息
子
た
ち
』（M

uhudu 
puththu

）
と
い
う
劇
を
上
演
し
ま
し
た
。
主
人
公
は
子
ど
も
が
大
好
き
な
女
性
で
、
結
婚
後
に
子
ど
も

が
な
か
な
か
授
か
ら
な
い
女
性
た
ち
が
直
面
す
る
問
題
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

一
九
六
〇
年
以
降
の
十
年
は
こ
う
し
た
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
の
時
代
と
い
わ
れ
、
他
に
も
若
い
劇
作
家
た

ち
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ャ
ヤ
セ
ー
ナ
（H

enry Jayasena

、
一
九
三
一
〜
二
〇
〇
九
）
は
、

大
人
と
若
者
の
世
代
間
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
作
品
を
書
き
ま
し
た
。
特
に
、『
マ
ナ
ラ
ン
ジ
ャ
ナ
・
ウ
ェ

ダ
ワ
ル
ジ
ャ
ナ
』（M

anaranjana W
edaw

arjana

）
や
『
窓
』（Janelaya

）、『
私
た
ち
に
は
道
が
な
い
』

（A
pata Puthey M

agak N
ethey

）
な
ど
の
芝
居
が
人
気
を
博
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
、

世
界
的
に
有
名
な
ド
イ
ツ
の
劇
作
家
ベ
ル
ト
ル
ト
・
ブ
レ
ヒ
ト
の
作
品
を
、
登
場
人
物
の
名
前
と
背
景
を

ス
リ
ラ
ン
カ
風
に
作
り
変
え
て
上
演
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、『
フ
ヌ
ワ
タ
イ
ェ
・
カ
タ
ワ
』（H

unuw
ataye 

K
athaw

a

）
と
い
う
作
品
に
は
、
ブ
レ
ヒ
ト
の
『
コ
ー
カ
サ
ス
の
白
墨
の
輪
』（
一
九
四
四
）
の
影
響
が
見

ら
れ
ま
す
。
ブ
レ
ヒ
ト
の
『
肝
っ
玉
お
母
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
』（
一
九
三
九
）
を
も
と
に
、『
デ
ィ
リ
ヤ
・
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マ
ワ
』（D

iriya M
aw
a

）
と
い
う
作
品
も
書
い
て
い
ま
す
。

　

他
方
、
西
洋
の
作
品
に
拠
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
体
験
を
も
と
に
作
品
を
書
き
上
演
し
た
人
た
ち

も
い
ま
し
た
。
中
で
も
、
ス
ガ
タ
パ
ー
ラ
・
デ
・
シ
ル
ヴ
ァ
（Sugathapala de Silva

、
一
九
二
八
〜

二
〇
〇
二
）
の
作
品
は
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
彼
の
作
品
の
背
景
に
は
、労
働
者
や
失
業
者
の
現
状
、

若
者
た
ち
の
将
来
へ
の
不
安
と
い
っ
た
社
会
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
『
マ

ナ
メ
ー
』
に
影
響
を
受
け
た
プ
レ
ー
マ
ラ
ン
ジ
ス
・
テ
ィ
ラ
カ
ラ
ト
ナ
（Prem

aranjith T
ilakaratne

）

は
、
一
九
六
三
年
に
『
ワ
グ
ル
ビ
マ
』（W

agurubim
a

）
を
制
作
・
上
演
し
、
そ
の
後
発
表
し
た
『
ボ
ー

デ
ィ
ン
カ
ー
ラ
ヨ
ー
』（Boodinkaarayoo

）
は
名
作
と
し
て
、
評
論
家
に
絶
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
評

論
家
は
、
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
『
シ
ン
ハ
バ
ー
フ
』
の
影
響
を
受
け
た
も
の
の
中
で
最
も
成
功
し
た
作

品
と
言
い
ま
す
。
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
る
父
と
息
子
の
争
い
を
効
果
的
に
見
せ
る
た
め
、
リ
ア
リ
ズ

ム
演
劇
の
ス
タ
イ
ル
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ィ
ラ
カ
ラ
ト
ナ
は
そ
の
後
も
、
英
国
の
劇
作
家
ジ
ョ
ー
・

オ
ー
ト
ン
の
『
ス
ロ
ー
ン
氏
の
歓
待
』
を
シ
ン
ハ
ラ
語
に
翻
案
し
た
『
ト
ッ
タ
バ
バ
ー
』（T

ottababa

）

と
い
う
作
品
を
、
や
は
り
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
の
ス
タ
イ
ル
で
上
演
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ

の
演
劇
史
上
初
め
て
、
女
性
の
同
性
愛
を
取
り
上
げ
た
作
品
で
、
四
人
の
人
物
が
登
場
し
ま
す
。
観
客
に

は
好
評
で
し
た
が
、
評
論
家
た
ち
は
難
点
を
並
べ
挙
げ
て
酷
評
し
ま
し
た
。
特
に
、
芝
居
の
筋
が
ス
リ
ラ

ン
カ
社
会
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
す
。
テ
ィ
ラ
カ
ラ
ト
ナ
は
そ
の
後
、
一
九
六
八
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年
に
は
、
映
画
『
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
・
ス
ト
ー
リ
ー
』
の
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し
た
『
コ
ー
ン
タ
レ
ー
』

（K
oontare

）
を
上
演
し
て
い
ま
す
。
彼
は
、
こ
の
芝
居
を
通
じ
、
シ
ン
ハ
ラ
人
と
タ
ミ
ー
ル
人
の
間
に

当
時
生
じ
て
い
た
民
族
紛
争
の
解
決
に
つ
い
て
訴
え
か
け
ま
し
た
。
音
楽
舞
踊
劇
と
同
様
、
劇
中
歌
も
大

変
評
判
に
な
り
ま
し
た
。
続
く
一
九
七
〇
年
に
は
、
イ
タ
リ
ア
の
作
家
ル
イ
ジ
・
キ
ア
レ
リ
の
『
仮
面

と
素
顔
』
を
も
と
に
し
た
『
ム
フ
ヌ
・
サ
ヤ
キ
・
ル
ー
カ
ダ
ヤ
キ
』（M

uhunu Sayaki  R
uukadayaki

）

を
、
そ
し
て
、
現
代
ス
リ
ラ
ン
カ
の
社
会
問
題
を
背
景
に
、
一
九
八
〇
年
に
は
『
セ
ラ
デ
ー
・
シ
ー

タ
ー
』（Serade Seeta
）、
一
九
八
八
年
に
は
『
デ
ー
ウ
ィ
』（D

ew
i

）
を
上
演
し
て
い
ま
す
。
当
時
は
他

に
も
、
Ｒ
・
Ｒ
・
サ
マ
ラ
コ
ー
ン
（R.R. Sam

arakoon

）
や
サ
イ
モ
ン
・
ナ
ヴ
ァ
ガ
ッ
テ
ー
ガ
マ
（Sim

on 
N
avagattegam

a

、
一
九
四
〇
〜
二
〇
〇
五
）
と
い
っ
た
作
家
が
有
名
で
し
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
に
な
る
と
、
形
式
的
演
劇
と
も
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
と
も
異
な
る
、
フ
ラ
ン
ス
で
興
っ
た

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
「
不
条
理
劇
」
の
影
響
を
受
け
た
演
劇
が
登
場
し
ま
す
。
明
確
な
物
語
は
な
く
、
登

場
人
物
た
ち
は
不
毛
な
対
話
を
繰
り
返
し
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
も
な
い
よ
う
な
芝
居
で
す
。
一
九
六
七
年

に
、
ケ
ラ
ニ
ヤ
大
学
講
師
だ
っ
た
Ｊ
・
セ
ル
ヴ
ァ
ド
レ
ー
（J. Selvadore

）
が
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ベ
ケ
ッ
ト

の
『
ゴ
ド
ー
を
待
ち
な
が
ら
』
を
シ
ン
ハ
ラ
語
に
翻
訳
し
、
特
に
若
い
劇
作
家
た
ち
に
刺
激
を
与
え
た
こ

と
が
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
映
画
監
督
ダ
ル
マ
セ
ー
ナ
・
パ
テ
ィ
ラ
ー
ジ
ャ（D

harm
asena 

Pathiraja

、
一
九
四
三
〜
）
も
ま
た
、
不
条
理
劇
に
影
響
を
受
け
、
自
ら
の
体
験
を
も
と
に
し
た
『
一
本
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足
と
盲
目
』（K

ora saha A
ndaya

）
と
い
う
脚
本
を
書
い
て
上
演
し
て
い
ま
す
。

　

長
い
間
、
脚
本
を
書
か
な
か
っ
た
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
も
、
一
九
八
〇
年
以
降
に
は
再
び
執
筆
を
開
始

し
、
作
品
を
上
演
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
最
も
人
気
の
あ
っ
た
劇
は
、
釈
迦
の
前
世
を
扱
っ

た
『
ヴ
ェ
ッ
サ
ン
タ
ラ
』
と
『
ロ
ー
マ
ハ
ム
サ
』（Lom

aham
sa

）
で
し
た
。
音
楽
舞
踊
劇
『
ヴ
ェ
ッ
サ

ン
タ
ラ
』
は
、「
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
」
の
う
ち
最
も
有
名
な
物
語
で
、
涅
槃
に
至
る
直
前
の
釈
迦
の
前
世

を
描
い
た
も
の
で
す
。前
世
で
は
、釈
迦
は
ヴ
ェ
ッ
サ
ン
タ
ラ
と
呼
ば
れ
る
王
で
し
た
。彼
は
、自
分
が
持
っ

て
い
る
も
の
す
べ
て
を
貧
し
い
人
々
に
与
え
ま
し
た
。
平
民
の
窮
状
を
知
り
、
深
く
悲
し
ん
だ
ヴ
ェ
ッ
サ

ン
タ
ラ
は
、
人
々
が
好
き
な
物
を
持
っ
て
い
け
る
よ
う
に
城
の
蔵
を
開
放
す
る
だ
け
で
な
く
、
つ
い
に
は
、

愛
す
る
子
ど
も
二
人
と
自
分
の
妻
さ
え
も
乞
食
に
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
劇
に
は
、
貧
し
い
人
々
に

は
金
や
物
を
分
け
与
え
、
社
会
の
弱
者
を
助
け
る
べ
き
だ
と
い
う
、
仏
教
の
教
え
が
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。

心
の
豊
か
さ
と
寛
大
さ
の
必
要
性
と
い
う
テ
ー
マ
が
は
っ
き
り
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
ス
リ
ラ
ン
カ
人
の

ほ
と
ん
ど
が
仏
教
徒
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、『
ヴ
ェ
ッ
サ
ン
タ
ラ
』
は
と
て
も
人
気
を
呼
び
ま
し
た
。

　

一
方
、一
九
八
四
年
に
上
演
さ
れ
た
『
ロ
ー
マ
ハ
ム
サ
』
は
、「
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
」
の
『
マ
ハ
ー
・
パ
ド
ゥ

マ
』（M
ahaa Padum

a

）
と
い
う
物
語
を
、
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
が
現
代
風
に
脚
色
し
た
も
の
で
す
。
バ

ラ
ネ
ス
王
・
パ
ド
ゥ
マ
王
子
・
女
王
・
大
臣
な
ど
の
登
場
人
物
を
中
心
に
展
開
す
る
物
語
の
あ
ら
す
じ
は

以
下
の
通
り
で
す
。
王
子
が
ま
だ
幼
い
頃
に
妃
を
亡
く
し
た
バ
ラ
ネ
ス
王
は
、
若
く
て
美
し
い
王
女
と
再
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婚
し
ま
す
。
し
か
し
、
新
王
妃
と
な
っ
た
王
女
は
城
で
一
番
ハ
ン
サ
ム
な
パ
ド
ゥ
マ
王
子
に
一
目
ぼ
れ
し

て
し
ま
い
ま
す
。
若
き
王
妃
は
、
王
子
の
愛
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
が
、
王
子
は
そ
の
よ
う
な
関

係
を
疎
ま
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
時
、
王
国
の
あ
る
地
方
で
騒
動
が
起
こ
り
、
バ
ラ
ネ
ス
王
は
兵
を

率
い
て
現
地
に
向
か
い
ま
す
。
そ
の
間
に
王
妃
は
ま
た
も
王
子
の
気
を
惹
こ
う
と
し
ま
す
が
、
王
子
は
王

妃
を
拒
絶
し
ま
す
。
憤
慨
し
た
王
妃
は
、
騒
動
を
静
め
て
城
ヘ
戻
っ
て
き
た
王
に
対
し
、
王
子
に
大
変
な

目
に
あ
わ
さ
れ
た
と
嘘
を
つ
き
ま
す
。
そ
れ
を
信
じ
た
王
は
怒
り
、
大
臣
に
真
相
を
確
か
め
も
せ
ず
に
王

子
を
殺
す
よ
う
命
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
王
子
が
殺
さ
れ
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
王
妃
は
深
い
後
悔

の
末
、
自
殺
し
て
し
ま
い
ま
す
。
本
作
品
は
、
女
性
の
深
層
心
理
を
き
め
細
や
か
に
描
い
て
い
ま
す
。
け

れ
ど
も
、
評
論
家
の
指
摘
す
る
通
り
、
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
他
の
作
品
と
比
べ
る
と
、
さ
ほ
ど
成
功
し

た
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　

一
九
九
〇
年
の
上
演
作
品
『
バ
ヴ
ァ
カ
ダ
ト
ゥ
ラ
ー
ワ
』（Bhavakadaturāw

a

）
の
も
と
に
な
っ
て
い

る
の
も
、
や
は
り
「
ジ
ャ
ー
タ
カ
物
語
」
中
の
『
ス
ワ
ル
ナ
・
ハ
ン
サ
』（Sw

arna H
ansa

）
と
い
う
話

で
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
仏
教
徒
の
間
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
釈
迦
が
、
あ
る
世
に
金
色
の
白
鳥
と
し

て
誕
生
し
ま
す
。
白
鳥
は
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
世
界
で
、
前
世
の
自
分
の
妻
と
子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
底
の

生
活
を
送
っ
て
い
る
の
を
目
の
あ
た
り
に
し
ま
す
。
そ
こ
で
白
鳥
は
、
彼
ら
の
生
活
が
楽
に
な
る
よ
う
に

と
、
庭
に
毎
日
一
枚
ず
つ
金
の
羽
を
落
と
し
ま
す
。
妻
と
子
ど
も
た
ち
は
羽
を
売
っ
て
生
計
を
立
て
、
暮
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ら
し
は
豊
か
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
次
第
に
妻
は
欲
深
く
な
り
、
金
の
白
鳥
を
捕
ま
え
て
羽
を
全
部
む

し
り
取
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
白
鳥
は
二
度
と
羽
を
落
と
す
こ
と
を
せ
ず
、
母
子
は
ま
た
金
の

な
い
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
欲
望
が
人
間
を
い
か
に
卑
し
く
す
る
か
、
こ
の
劇

を
観
た
仏
教
徒
た
ち
は
、
と
て
も
悲
し
く
感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
演
劇
と
い
う
点
か
ら
す
る
と
そ
れ
ほ

ど
お
も
し
ろ
い
作
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
最
後
の
重
要
な
作
品
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

日
本
の
演
劇
の
受
容
と
そ
の
影
響

　

サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
が
、
十
四
世
紀
頃
に
始
ま
っ
た
日
本
の
能
楽
に
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
紀
元
前
三
世
紀
頃
に
仏
教
が
伝
来
し
て
以
降
、
ス
リ
ラ
ン
カ
は
ず
っ
と
小
乗
仏
教
の
国
で
す
が
、
仏

教
か
ら
演
劇
が
誕
生
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
僧
は
歌
舞
音
曲
を
禁
じ
ら
れ

て
い
た
か
ら
で
す
。

　

あ
る
学
者
に
よ
る
と
、能
を
大
成
し
た
の
は
観
阿
弥
清
次
（
一
三
三
三
〜
一
三
八
四
）
で
す
が
、能
を
書
き
、

上
演
に
尽
力
し
た
の
は
、
作
家
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
役
者
で
あ
り
理
論
家
で
も
あ
っ
た
世
阿
弥
元
清

（
一
三
六
三
？
〜
一
四
四
三
？
）
で
す
。
彼
の
書
い
た
能
の
み
な
ら
ず
そ
の
理
論
書
か
ら
も
、
世
阿
弥
が
禅

宗
と
阿
弥
陀
信
仰
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
当
時
の
画
人
や
文
人
ら
が
大
い
に
影
響
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を
受
け
た
の
も
、
禅
宗
で
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
世
阿
弥
の
『
遊
楽
習
道
風
見
』
に
よ
く
著
わ
さ
れ
て
い

ま
す
。
禅
宗
は
、
難
解
で
哲
学
的
な
主
張
を
好
ま
な
か
っ
た
中
国
人
と
日
本
人
に
よ
っ
て
、
仏
教
の
精
神

を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
宗
教
で
す
。
観
阿
弥
と
世
阿
弥
は
い
ず
れ
も
出
家
し
ま
し
た
が
、

特
に
世
阿
弥
は
、
禅
宗
に
傾
倒
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
に
述
べ
た
数
々
の
演
劇
作
品
の
中
で
も
重
要
な
の
は
、
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
が
一
九
五
六
年
に
書
き

上
げ
た
『
マ
ナ
メ
ー
』
と
、
そ
の
後
に
続
い
て
上
演
さ
れ
た
作
品
群
で
す
。
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
当
時
、

ス
リ
ラ
ン
カ
で
最
も
評
判
の
良
か
っ
た
ペ
ー
ラ
ー
デ
ニ
ヤ
大
学
の
シ
ン
ハ
ラ
文
学
科
の
講
師
で
し
た
。
彼

は
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
哲
学
の
博
士
号
を
取
得
し
て
ス
リ
ラ
ン
カ
に
帰
国
し
た
後
、
ス
リ
ラ
ン
カ
独
自
の

演
劇
を
創
造
す
る
た
め
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
ま
す
。
そ
の
間
、
米
国
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
を
受
け
、

関
心
の
赴
く
ま
ま
に
世
界
の
国
々
に
出
か
け
、
演
劇
に
つ
い
て
の
研
究
も
し
て
い
ま
す
。
彼
は
、
初
め
て

中
国
に
渡
り
北
京
オ
ペ
ラ
に
つ
い
て
調
べ
た
後
、
日
本
で
も
能
楽
や
歌
舞
伎
の
他
、
民
族
芸
能
に
つ
い
て

研
究
し
ま
し
た
。
特
に
、
能
楽
と
歌
舞
伎
に
は
こ
と
の
ほ
か
感
動
し
、
お
よ
そ
六
カ
月
間
、
日
本
に
滞
在

し
て
い
ま
す
。

　

仏
教
哲
学
を
研
究
し
て
い
た
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
、
日
本
で
能
楽
と
歌
舞
伎
を
鑑
賞
し
、
そ
の
特
徴

に
注
目
し
て
い
ま
す
が
、
禅
に
つ
い
て
も
並
行
し
て
研
究
を
進
め
、
そ
の
特
殊
な
概
念
を
自
ら
の
作
品
に

深
く
取
り
入
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
土
着
の
シ
ン
ハ
ラ
演
劇
を
打
ち
立
て
る
に
あ
た
り
、
宗
教
的
理
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解
が
大
い
に
役
に
立
っ
た
そ
う
で
す
。
能
楽
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
は
、『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』

を
は
じ
め
、『
伊
勢
物
語
』『
大
和
物
語
』『
源
氏
物
語
』『
平
家
物
語
』
な
ど
の
日
本
の
古
典
文
学
で
す
。

イ
ン
ド
や
中
国
の
古
い
物
語
を
も
と
に
し
た
能
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
能
を
書
く
際
に
は
、
当
然

仏
教
の
影
響
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。特
に
禅
の
影
響
を
強
調
す
る
学
者
が
い
ま
す
が
、能
楽
の
も
と
に
な
っ

た
物
語
を
見
る
と
、
能
は
禅
宗
よ
り
阿
弥
陀
信
仰
の
影
響
を
よ
り
強
く
受
け
て
い
る
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

そ
の
影
響
は
、「
敦
盛
」「
花
月
」「
海
人
」「
小
町
」「
葵
上
」「
安
宅
」「
道
成
寺
」「
隅
田
川
」「
小
袖
曾
我
」

「
黒
塚
」
な
ど
の
演
目
に
は
っ
き
り
と
見
ら
れ
ま
す
。

　

同
様
に
、
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
演
劇
に
も
仏
教
の
影
響
を
は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
彼

の
作
品
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
・
タ
イ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
の
国
々
で
盛
ん

に
信
仰
さ
れ
て
い
る
小
乗
仏
教
で
す
。『
マ
ナ
メ
ー
』
等
の
作
品
の
筋
か
ら
は
、
そ
の
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
マ
ナ
メ
ー
王
子
と
王
女
が
遭
遇
し
た
思
い
も
よ
ら
な
い
災
難
、『
愛
は
苦
し
み
を
生
む
』
の
ス

ワ
ル
ナ
テ
ィ
ラ
カ
ー
と
ウ
ッ
ダ
ー
ラ
夫
妻
が
直
面
し
た
予
期
せ
ぬ
悲
し
い
出
来
事
、
あ
る
い
は
『
ロ
ー
マ

ハ
ム
サ
』
の
若
き
王
妃
と
パ
ド
ゥ
マ
王
子
の
苦
し
み
、
の
い
ず
れ
に
も
共
通
す
る
の
が
仏
教
思
想
で
す
。

生
き
て
い
る
人
間
は
快
楽
を
求
め
、
金
や
土
地
を
望
み
、
そ
れ
を
手
に
入
れ
よ
う
と
必
死
に
な
る
が
、
そ

れ
ら
は
一
時
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
主
張
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
結
婚
し
愛
に
満
ち

溢
れ
た
若
い
マ
ナ
メ
ー
王
子
と
王
女
が
、
自
分
の
国
へ
帰
国
す
る
途
中
で
遭
遇
す
る
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
経
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験
か
ら
も
、
無
常
観
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
世
に
あ
る
す
べ
て
の
も
の
は
、
い
つ
か
失
わ
れ
ま
す
。

世
俗
の
生
活
で
得
ら
れ
る
満
足
は
一
時
的
な
も
の
で
、
本
来
の
人
間
の
生
活
は
苦
し
み
と
悲
し
み
に
満
ち

て
い
る
と
い
う
仏
教
の
教
え
を
確
認
で
き
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、『
愛
は
苦
し
み
を
生
む
』
と
い
う
作

品
は
、
人
間
の
理
想
の
生
活
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
ス
ワ
ル
ナ
テ
ィ
ラ
カ
ー
と
結
婚
し
た
教
師
ウ
ッ

ダ
ー
ラ
は
、
愛
欲
に
溺
れ
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
一
瞬
た
り
と
も
妻
か
ら
離
れ
ら
れ
ず
、
教
壇
に
立

つ
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
を
続
け
て
い
れ
ば
、
ど
ん
な
報
い
が
あ
る
か
知
れ
な
い
の
で
、
ス

ワ
ル
ナ
テ
ィ
ラ
カ
ー
は
、
生
徒
た
ち
の
指
導
を
怠
っ
て
は
い
け
な
い
と
諭
し
ま
す
が
、
ウ
ッ
ダ
ー
ラ
は
聞

き
入
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
結
局
は
、
思
い
詰
め
た
生
徒
た
ち
に
よ
っ
て
ス
ワ
ル
ナ
テ
ィ
ラ
カ
ー
が
殺
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
若
く
て
美
し
い
妻
か
ら
一
時
も
離
れ
ら
れ
な
い
ほ
ど
溺
愛
し
て
い
た
ウ
ッ
ダ
ー
ラ
が
、

最
後
に
は
思
わ
ぬ
災
難
に
遭
遇
す
る
と
い
う
物
語
で
す
。

　

能
楽
の
一
つ
の
目
的
は
、
演
劇
の
中
に
人
間
社
会
の
奥
深
い
思
想
を
込
め
る
こ
と
に
よ
り
、
仏
教
の
教

え
へ
と
導
く
こ
と
で
す
。
人
間
社
会
は
無
常
で
あ
り
、
苦
痛
に
満
ち
て
い
る
と
い
う
考
え
方
を
広
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
世
に
再
び
生
ま
れ
変
わ
ら
な
い
た
め
に
は
、
釈
迦
の
教
え
に
従
っ
て
修
行
し
悟
り
を

開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
世
阿
弥
の
息
子
と
い
わ
れ
る
観
世
元
雅
（
一
三
九
四
﹇
一
四
〇
一
﹈
〜

一
四
三
二
）が
書
い
た「
隅
田
川
」に
も
、そ
う
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
年
前
に
失
っ

た
息
子
を
探
し
求
め
る
女
が
、
隅
田
川
の
船
着
場
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
夜
に
な
る
前
に
自
分
を
向
こ
う
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岸
に
渡
し
て
く
れ
る
よ
う
に
と
、
船
頭
に
頼
み
ま
す
。
船
頭
は
、
女
を
乗
せ
て
川
を
渡
る
途
中
、
一
年
前

に
人
買
い
と
一
緒
に
来
た
男
の
子
が
隅
田
川
の
近
く
で
死
ん
だ
話
を
聞
か
せ
ま
す
。
死
ん
だ
子
が
自
分
の

息
子
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
母
親
は
、
と
て
も
悲
し
み
ま
す
。
向
こ
う
岸
に
着
く
と
船
頭
は
、
苦
し
み

の
あ
ま
り
発
狂
し
た
母
親
を
子
ど
も
の
墓
ま
で
連
れ
て
い
き
ま
す
。
悲
し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
涙
を
流
す

母
親
は
、
死
ん
だ
息
子
の
魂
を
慰
め
る
た
め
「
阿
弥
陀
仏
」
を
唱
え
ま
す
。
す
る
と
、
死
ん
だ
子
ど
も
の

幽
霊
が
目
の
前
に
現
れ
て
、
自
分
が
遭
っ
た
悲
し
い
出
来
事
に
つ
い
て
語
り
始
め
ま
す
。
や
が
て
夜
が
明

け
て
、
明
る
い
陽
の
中
で
母
親
が
見
た
も
の
は
、
草
の
生
え
た
築
山
で
し
た
。
狂
気
か
ら
覚
め
た
母
親
は
、

人
の
世
は
無
常
と
悟
り
ま
す
。
能
楽
師
た
ち
は
、
こ
の
物
語
を
通
し
て
、
禅
と
阿
弥
陀
信
仰
の
内
に
あ
る

深
い
思
想
を
伝
え
よ
う
と
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
母
親
の
感
情
を
表
現
す
る
た
め
に
詩
的
な
言
葉
を

使
い
、
地
謡
が
そ
れ
を
語
り
伝
え
ま
す
。

　

歌
舞
伎
と
比
べ
る
と
、能
は
動
き
の
あ
る
舞
台
芸
術
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
能
の
登
場
人
物「
シ
テ
」と「
ワ

キ
」
は
、
舞
台
上
を
ゆ
っ
く
り
と
動
き
ま
す
。
能
を
よ
く
知
ら
な
い
人
は
、
狂
言
や
歌
舞
伎
の
役
者
と
比

べ
る
と
、
能
役
者
は
演
技
を
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
、
地
味
で
素
朴
で
す
。
西
洋
の
あ

る
評
論
家
は
、
能
は
「
舞
台
の
上
を
散
歩
す
る
芸
術
」
と
評
し
ま
し
た
。
能
の
場
合
、
開
演
か
ら
か
な
り

時
間
が
た
っ
て
も
、
舞
台
上
で
は
演
技
ら
し
い
こ
と
が
何
一
つ
起
こ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
最
後
に
思

い
が
け
な
い
大
一
番
の
見
せ
場
が
披
露
さ
れ
、
す
ば
ら
し
い
結
末
が
待
っ
て
い
ま
す
。『
マ
ナ
メ
ー
』
の
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劇
中
、
形
式
的
な
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し
て
い
る
の
は
、
能
楽
の
影
響
を
受
け
た
結
果
だ
と
、
私
は
思
い
ま

す
。
能
楽
は
、
物
語
も
演
技
ス
タ
イ
ル
も
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
す
。
歌
舞
伎
舞
台
の
よ
う
な
幕
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
大
道
具
や
小
道
具
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
に
、
象
徴
的
に
感
情
を
表
現
す
る
の
が
特
徴
で
す
。
同

様
に
、
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
作
品
舞
台
に
も
、
余
計
な
装
飾
や
き
ら
び
や
か
な
背
景
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

能
舞
台
は
客
席
に
向
か
っ
て
三
方
に
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
舞
台
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
劇
場

に
は
見
ら
れ
ず
、
あ
く
ま
で
も
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
の
上
演
に
ふ
さ
わ
し
い
形
を
し
て
い
ま
す
。
ス
リ
ラ
ン

カ
の
場
合
、
観
客
が
演
劇
の
世
界
に
浸
る
一
方
で
、
文
学
者
た
ち
は
演
技
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
奥
に
潜
む
能
の
精
神
性
ま
で
も
読
み
取
り
、
そ
の
幽
玄
さ
に
感
動
し
ま
す
。
能
は
、
散
文
と
韻
文
を
混

じ
え
て
書
か
れ
た
、
ま
じ
め
な
古
典
演
劇
で
す
。
あ
る
部
分
は
、
地
謡
に
よ
っ
て
語
ら
れ
ま
す
。
中
に
は
、

大
き
な
声
で
語
ら
れ
る
会
話
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
顔
の
動
き
と
同
様
、
謡
も
重
要
で
す
。
こ
の
特
徴
を

よ
く
理
解
し
た
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
、『
マ
ナ
メ
ー
』
や
『
愛
は
苦
し
み
を
生
む
』『
シ
ン
ハ
バ
ー
フ
』

『
ヴ
ェ
ッ
サ
ン
タ
ラ
』『
ロ
ー
マ
ハ
ム
サ
』
な
ど
を
書
く
際
、
詩
的
な
言
語
を
意
識
的
に
使
い
ま
し
た
。
ま

た
、
合
唱
団
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
組
織
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
能
か
ら
ア
イ
デ
ア

を
得
て
い
た
よ
う
で
す
。
能
楽
の
地
謡
は
た
い
て
い
八
人
以
上
で
担
わ
れ
ま
す
が
、
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ

も
自
作
に
合
唱
を
組
み
入
れ
る
際
、
八
〜
九
人
の
歌
手
で
構
成
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、『
シ
ン
ハ
バ
ー
フ
』
の
主
人
公
の
ラ
イ
オ
ン
役
を
描
く
に
あ
た
り
、
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
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日
本
最
古
の
民
俗
芸
能
と
い
わ
れ
る
神
楽
に
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
私
は
一
度
、
熊
本
城
下

の
野
外
舞
台
で
上
演
さ
れ
た
神
楽
に
登
場
す
る
「
獅
子
」
の
演
技
を
見
る
機
会
が
あ
り
、
そ
れ
が
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。
役
者
の
演
技
だ
け
で
な
く
、
衣
装
に
も
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、「
シ
ン

ハ
バ
ー
フ
」
の
ラ
イ
オ
ン
の
演
技
に
は
、
歌
舞
伎
の
荒
事
に
通
じ
る
ス
タ
イ
ル
も
見
ら
れ
ま
す
。『
マ
ナ

メ
ー
』
の
ヴ
ェ
ッ
ダ
ー
王
と
仲
間
た
ち
に
よ
る
荒
っ
ぽ
い
演
技
に
も
そ
の
影
響
が
は
っ
き
り
と
見
え
ま
す
。

そ
の
他
、『
ヴ
ェ
ッ
サ
ン
タ
ラ
』
の
舞
台
化
粧
は
能
に
影
響
を
受
け
て
い
る
、
と
本
人
が
語
っ
て
い
ま
す
が
、

同
様
に
歌
舞
伎
独
特
の
舞
台
化
粧
や
隈
取
に
も
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
す
。

　

歌
舞
伎
の
舞
台
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
、
役
者
が
出
入
り
す
る
花
道
が
あ
り
ま
す
。
芝
居
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
を
効
果
的
に
見
せ
る
場
と
し
て
、
ま
た
、
役
者
が
舞
台
か
ら
立
ち
去
る
通
路
と
し
て
使
わ
れ
ま

す
。
歌
舞
伎
は
、
女
役
を
男
の
役
者
が
演
じ
る
こ
と
で
も
有
名
で
す
。
サ
ラ
ッ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
『
エ
ロ
ワ

ギ
ヒ
ン
・
メ
ロ
ワ
・
ア
ー
ワ
ー
』
や
『
腕
輪
』
な
ど
の
芝
居
を
上
演
す
る
際
、
歌
舞
伎
の
花
道
を
取
り
入

れ
た
舞
台
を
作
り
ま
し
た
。『
腕
輪
』
の
最
後
の
シ
ー
ン
で
は
、カ
ッ
チ
ャ
プ
タ
と
呼
ば
れ
る
登
場
人
物
が
、

花
道
か
ら
左
手
の
出
口
に
向
か
っ
て
走
り
抜
け
て
行
き
ま
す
。
そ
の
後
を
、
セ
ー
リ
ワ
ー
ニ
ジ
ャ
が
追
い

か
け
ま
す
。
二
人
の
最
後
の
会
話
も
花
道
の
上
で
交
わ
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
若
手
の
劇
作
家
が
、
日
本
の
狂
言
や
新
劇
を
シ
ン
ハ
ラ
語
に
翻
訳
し
、
そ
れ
を
脚
色

し
て
上
演
す
る
動
き
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
ア
ジ
ッ
ト
・
プ
レ
ー
マ
ク
マ
ー
ラ
・
ム
ラ
ゲ
（A

jith 
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Prem
akum

ara M
urage

）
は
、
木
下
順
二
の
『
夕
鶴
』
を
シ
ン
ハ
ラ
語
に
翻
訳
し
、
一
九
九
八
年
に
上

演
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
人
気
を
呼
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
〇
〇
三
年
に
は
、
ヘ
ー
マ
ン

タ
・
プ
ラ
サ
ー
ド
（H

em
anta Prasad

）
が
、黒
澤
明
の
映
画
『
羅
生
門
』
を
脚
色
し
て
上
演
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
芳
し
い
評
価
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
〇
一
〇
年
に
は
、
ト
ゥ
ミ
ン
ド
ゥ
・
ド
ダ
ム
テ
ン
ナ

（T
um
indu D

odam
tenna

）
が
、「
附
子
」
と
「
墨
塗
」
と
い
う
二
つ
の
狂
言
を
、『
ワ
ハ
』（W

aha

）
と

『
キ
ン
ブ
ル
・
カ
ン
ド
ゥ
ル
』（K

inbul K
andulu

）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
リ
メ
イ
ク
し
、
こ
れ
ら
の
喜
劇

は
特
に
大
学
生
の
間
で
ブ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、プ
リ
ヤ
ン
カ
ラ
・
ラ
タ
ナ
ー
ヤ
カ（Priyankara 

Rathnayaka

）
も
、
別
の
狂
言
を
ベ
ー
ス
に
し
た
『
カ
ダ
ダ
ー
シ
・
ベ
ル
ナ
ヤ
』（K

adadasi Belunaya

）

と
い
う
作
品
を
上
演
し
、さ
ら
に
二
〇
一
一
年
に
は
、『
羅
生
門
』
に
影
響
を
受
け
た
『
マ
ゲ
ー
マ
・
ム
フ
ナ
』

（M
agem

a M
uhuna

）
と
い
う
作
品
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
現
代
ス
リ
ラ
ン
カ
演
劇
に
は
、

日
本
の
古
典
か
ら
近
代
ま
で
の
演
劇
の
受
容
例
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
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発表を終えて

　私は、2012 年 6 月 1 日に外国人研究員として京都の日文研に赴任して、
これまで楽しく研究をしてきました。研究するのに最も適した場所の
一つが、日文研だと私は思います。
　世界でも最も小さい国の一つであるスリランカの人々に日本を紹介
するため、今までに、シンハラ語と英語で日本の伝統演劇と民俗芸能
を紹介する本を 10 冊以上書いています。その内の 2 冊は文学賞をい
ただきました。私は 2003 年に谷崎潤一郎の小説『鍵』を、2011 年に
は、太宰治の短篇小説『女生徒』をシンハラ語に翻訳して出版しました。
その他、さまざまな研究テーマで、15 本以上の論文を発表しています。
　2013 年 1 月 15 日に、ハートピア京都で一般の人々を前に、「スリ
ランカにおける演劇史と日本の伝統演劇からの影響について」という
タイトルで講演しました。フォーラムの場やその後の懇親会には、実
に多くの方々が顔を見せてくださいました。これは楽しい思い出です。
フォーラムを取り仕切ってくださった佐野真由子准教授には、「にこに
こ談話会 場外編」として、町家のイタリア料理店で素敵な懇親会を催
していただき、感謝しております。多方面でたいへんお世話になった
荒木浩教授にも、心からの感謝を申し上げます。また、発表論文の誤
りを指摘してくださった古くからの友達、ケラニヤ大学の元教員で現
沖縄大学国際通信学教授のディリップ・チャンドララール氏にも御礼
を申し上げます。日文研の研究員堀まどかさんや益満まをさんとコモ
ンルームで話すことができ、嬉しく思っています。最後に、講演を聴
きにきてくださった郭南燕准教授、外国人研究員のマイケル・デュラン・
フォスター教授、ウィーベ・カウテルト教授、本フォーラムの開催に
尽力された坂本明子さんと岡村友章さんにも、心から感謝を申し上げ
ます。



日文研フォーラムの過去の開催一覧ならびに報告書の全文は、
日文研のホームページでご覧いただけます。

http://www.nichibun.ac.jp/event/archive/forum.html

＊＊＊＊＊＊
発 行 日　2013 年 7 月 31 日
編集発行　国際日本文化研究センター
　　　　　京都市西京区御陵大枝山町 3-2
　　　　　http://www.nichibun.ac.jp

＊＊＊＊＊＊
Ⓒ 2013 国際日本文化研究センター
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